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　第一総　　設
　如伽昌アル可キヤト云フL當爲「（S611en）ノ問題ハ如何ニア
リヤト云フL存在「（Sein）ノ問題ヲ前提トスル事二依ヲ入其
ノ議論昌確實ナル根援ト明自ナル意義ヲ獲得シ得ルノデアノン・
故二現行法上法人ノ不法行爲ヲ如何二解繹ス可キヤノ問題ヲ論
4 法人ノ不法行爲
議スル前㍉過去ノ法律生活二於テ如何二此ノ問題ガ扱ハレタ
カト云フ事項昌付イテ研究セネバナラヌ。
第二Lローマ「法
Lロ鱒マ「法二於ケル法人ノ不法行爲問題ヲ解繹スル爲メ昌、
先ヅL・一マ1法ノ法及ピ法人ノ根本的観念ヲ探ラネバナラヌ。
Lゲルマン「法ノ立脚スノシ基本原理ガ團膿本位デアルニ封シテ
L・一マ「法ノ依立スル基本原理ガ個人本位デアル事2’、猫り
Lゲルマニステン「ノ唱ヘル所デアル許リデナク大多薮ノ法律
學者ガ承認スル所デアル。吾人モ亦一定ノ制限及ゼ條件ノ下二
此ノ見解二賛同ヲ惜マザル者デアル。郎チ時代ヲ成熟シタルLユ
スチニアーヌス「帝時代二限り、範園ヲ私法ノ分野二限ル時、
確カニLローマ「法ハ團禮本位ノLゲルマン「法二封シプ個人
本位ノ傾向ひ強キ事ヲ看取シ得ルノデアル。固ヨリ原始時代ノ
L・一マ「法ヲ眼中二置ク時ハL・一マ「法全膿ガ個人主義的
デアルト云7様ナ軍純ナ解繹ヲ爲シ得ナイデアラウ。然シ登達
シタ時代ノL・一マ「私法ハ、明自二個入本位的ナ法律観ノ下
二立ツテ居ル。Lサゼニイ「以來多クノ學者ガ引照スル『人問ノ
爲メニー切ノ法或ヒノ・権利ガ存在スル』【註】ト云7法源ノ存在
ハ、充分二此ノ議論ノ正當ナル所以ヲ立詮シ得ル。
　註Hermogcni識libroprhnojurisepltomarm．Cumigitur五Qminamu
　cansaomneiusConsti加tumsi毛、prim・depers・narumstatuacp・stdece－
　teris，ordinem　edic亡三rerpefui　soeuti　et　hls　provin｝Q5atque　co函unctos　ap－
　P1董c・ute5ti城。sutuespat1tur，dicemu鼠（dest我tu五・m呈numD．1・5）
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斯クノ如クL・一マ「法ハ個入主義ニシテ、個人タル人問ノ
爲メニー切ノ法或ハ構利ガ制定セラレルノデアルカラ、自然人
ハ理論上當然二梅利ノ主謄トナリ得ルニ反シテ肚團、財團、國
家都市ノ如キモノハ理論上當然二人格ヲ取得シナイ。即チ純輝
ナ法理的根擦ヵラデ・・ナクテ、日常生活ノ必要上ヵラ是レ等二
人格ヲ賦與シタノデアル。即チ實生活二於テ個人以外ノ肚團、
財團、國家、都市ニモ財産ヲ享有シ塵分スル事ヲ得セシメル事
：ガ必要デアルガ故二法律上二於テモ権利ノ主髄タラシメタ事情
二由來スル。故二法律ハ止ムヲ得ズ姑息的ナ手段ヲ用ヰ團艦、
財團、國家、都市ノ如キモノノ上二一種ノ自然人二類スル人格
ヲ假設シタノデアル。是レガL・一マ1法二於ケル法人デアル。
從ツテ1．・一マ「法二於ケル法人ハー種ノ不可思議ナ理解シ得
可カラザル法律的存在デアル、會得シ難イ奇怪ナ性質ノ持主デ
アル。彼ノLフ・レンテイヌス「ガ、相績人不分明ノ相績財産
法人ノ人格ノ・都市Lデクリア「組合ト同様二活キタノレ者トシテ
扱フト云ツタ事及ゼLウノンピアーヌス「ガ邑不得要領ノ身睦デ
アノ司【謝ト云ツタ事・・L・一マ「法二於ケノレ法人ノ擬制的性
質ヲ知り得ル法源トナノレノデァル。
　　言霞　　‘‘nee　municipi＆，nec　municipe3五eredes　institu　i　possunt（累uoni＆m　in－
　eertum　corplls　est，utτ】eq・1e　cernere　univer　si，ne窪ue　pro　｝1ereヨe　gerere
　possunt．ut量eredes負ant”（Ulp1瓢双s　fr我gmenta　XX豆15）
前述ノ如クL・一マ「法二於ケ炉法人ハ全ク擬制的二考ヘラ
レタカラ、其レヨリ來ル當然ノ結論トシテ法人ニハ意思能力
6 法人ノ不腰行爲
モ行爲能カモ不法行爲能力モ全ク否定サレタト見テ差支ヘガ
無イ。【謝
　註班unlcipespersenlh…1poss！derepo3sun重，qu呈auniversie・ηseut∫re
　non　possunt　（1。S221）41．2　Paulu5）Ulpi歌nus：Movet　enimquod　consentire
　鞭㎝PO甜蝋．（se，nun…cipe亀）
要スルニ法人ハ受託者後見人ト内容二於テ類似ナル代理人晶
依ヲテ意思シ行動スルノデアル。故、二固有ノ意思能力モ行爲能
カモ無ク、勿論固有ノ不法行爲能カヲモ否定セネバナラヌ。
Lウルピアーヌス1ノ色都市二饗シテ詐欺ヲ爲シ得可キヤ否ヤ
ノ・疑問デアル。寧ロ都市固有ノ詐欺ノ訴二基ヅク訴ヲ爲シ得可
ヵラザルモノト考ヘル。實際如何ニシテ都市ハ詐欺ヲ爲シ得可
キデアラウカ1ト云ツタ有名ナ言葉ハ【註】1、・一マ「法上法入二
不法行爲能力無キ事ヲ推知シ得ル。然シ實際二於プ都市其他ノ
法人ノ生活上代理人ガ違法ナ行爲ヲ爲ス事ハ避ケ難イ事實デア
ノレト共二、之二封シテ何等カノ救濟手段ヲ講ズル事モ必要デア
ノシ。如何二法律ノ・彊力ナリトスルモ杜會的規範ノー種デアル以
上、肚會生活ノ裡二自然的昌生マレル祉會意識的要求ヲ理由ナ
ク拒絶スル諜鼻ノ・行カナイカラデアル。
　謹i　UIP1＆nus　Hbro　und　ecimo　ad　de　dolo　detur　actio・d聖】bitatur7et　pu｛o
　exs隻1・quidemd。1・n・np・緩edari＝quiden1mmunicipesd・1・facere
　possunt？
　Selsiqu三d我de。sper▽enitetd・1・e・rum，quirese・r1・m＆dmlnistranち
　put・dandam．ded・1・autemd㏄uri・nu宜・inips・sdecur三・nesd＆b1tur
　de　dolo　a£tio．
弦二於テL・一マ1法ハ、法人ガ代理人タル自然人ノ有責行
爲二基ヅキ利得ヲ爲シタ場合二法人二封シテ利得返還ノ訴ヲ起
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シ得可キ事ヲ定メタ。部チL・一マ］法ハ法入ノ代理入ガ爲シ
タ凡テノ有責行爲二付イテ法入ヲシテ→綬的ナ賠償責任ヲ負捲
セシメル現行法ノ趣旨トハ異ナルノデアル。其請求ノ範團ガ利
得二限ラレル許リデナク其目的モ亦既二生ジタ損害ノ賠償二非
ズシテ獲得シタ利得ノ返還デアル。要スルニLローマ「法二於
テノ・、法入固有ノ不法行爲能力ガ否定セラレル許ソデナク・代
理入ノ不法行爲二基ヅク賠償責任ヲモ併セテ否定シ、極メテ制
限的ナ範園二於テ利得返還義務ヲ認メタニ過ギナイ。
第三中憧法
Lローマ「法二於ケル’法人、思想2＼中世ノLイタリア「法學ノ
精密ナ分析的研究ノ結果トシテ理論的二完成セラレ中世濁特ノ
法入論ヲ建設スルニ到ツタノデアル。中世法學ノ法入論ノ根本
的特徴トシテ藪7可キ黙ハLローマ「法的要素トLゲノレマン「
法的要素ノ調和二存スル。彼等ノ學説ノ理論的基礎ノ・L・一マ「
法ヲ登達セシメタモノデアルグ、更二之ヲシテ當時ノ團膿的ナ
肚會生活ノ状態二適合セシメノγ事二努力シタ鮎二中世法學ノ特
色ヲ見出シ得ルノデアル。確カニ擬制論的ナL・一マ1法ノ法
入観ト實在論的ナ「ゲルマン」法ノ法人観トヲ調和セムトスル
事ハ明白二理論的矛盾デアノシ。調和二非ズシテ妥協デアルト云
ヘル。然力・ε吾人ハ此ノ理論的矛盾ノ中二法律ヲシテ實肚會ノ
要求二適合セシメノシ事二努メタ中世法學ノ偉大ナル功績ヲ認メ
得ルノデアノレQ
ε 法人ノ不法行爲
法人ノ不法行爲二付イテモ、法人ノ性質二付イテ擬制論的見
解ヲ探リ乍ラモ法人ノ不法行爲ヲ認メタ事ハ是等ノ事情ヲヨク
物語ルノデアル。
A．謡繹學涯　此ノ學涙・・中世法學ノ基本トナツタモノデア
ルガ、最モヨク中世法學ノ特徴（即チL・一マ1法的要素トLゲ
ルマン「法的要素ノ調和）ヲ登揮シタモノデアノシ。
法人‘universi幅s）ノ性質トシテ、・一マ法ト同様二多薮個
入ノ結合膿二非ズシテ其レカラ濁立シタルー個ノ統一膿ナリト
考ヘル。然シ他面二於テ法入ヲ構成スルモノトシテ多藪個人ノ
存在ヲ眼中二置イテ居ノレ。叉法入ノ行爲二付イテモLセーマ「
法ノ・邑法入ハ意思スル事ヲ得ズ1ト云ツタ事二封シテ、原則ハ
然リデアノソガ必ズシモ絶封的二然リトノ・言ヒ得ナイト解羅シタ
而シテ不法行爲二付イテモ、結合シタノy多薮者ガ共同シテ決議
シ實行スル時ニハ法入ノ行爲トナノン許リデナク、其ノ大多薮ノ
者ガ行爲スル時ニモ法人自身ノ行爲トナルノデアル。（Hafter，
S．11　fg・）。
B．教會法學者ノ法人観　前ノ學涙ノ・Lローマ「法トLゲノン
マン「法トヲ實際上李等晶尊重シタ舗封シ入此ノ教會法學涙
2・前者ヨリモ徹底シテL・一マ「法ノ法入観其儘ヲ採用セムト
シタ。
彼等ハ法人ノ本質ヲ以テ、法入ヲ構成スル個々ノ自然入トノ
結合状態ヲ超越スル特種ノ性質ノ統一・膿デアル事ヲ高調シタ。
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即チ法人ノ本質二付イテ結合膿ト云フ具騰的要求ヲ棄テ統一
艦ト云7抽象的要求ヲ重ムジタ。此ノ致會法ノ擬制論的法入観
ヲ代表スル者ハLインノケント等四世デアノレ。而シプ斯クノ如
キ擬制論的ナ法人観カラ當然二出デ家ル結果トシテ、敏會法學
者ノ探ツタ最初ノ態度ハ法入ノ不法行爲ヲ否定スル事二傾イテ
居タ。彼ノLインクケンド1ガ邑法入ノ・不法行爲ヲ爲ス事ヲ得
ズ1ト云ツタ事ハ此ノー一働トモ云フ可キデアル。【註】
　註　4．D43．16（ulpian）：Si　v三me　dejeceri重quis　nomlne　municipum7
　ill　municipes　mihi三nter　d玉ctum　le　ldendu撒：Pompon三us　scrib1ちsi　quid
　a4eOSrervenit
然シ乍ラ如何二L・一マ「法ヲ奪重スルニセヨ、筍シクモ中
世ノ冠會生活ひ於テ實際的ナ規律力ヲ及ボス爲メニハ其ノ冠會
生活ノ要求ヲ拒ム諜ニノ・行カナイ。玄玄二於テ初メノ純L・一マ「
法的ナ法入観モ軟化シ民衆ノ生活ノ内部二動ク法的理念二屈從
スノン事ニナツタ。帥チ法人自身モ不法行爲ヲ爲シ得ル。法入ノ
構成者ガ共同シテ行動スル事二依ジテモ爲シ得ルシ、多藪決ノ
原則二從ヒ多歎者ガ適法ナ形式二於テ法人ノ爲メニ代理行爲ヲ
爲ス事二依リテモ爲シ得ノンシ、一個人ノ行爲二饗シテ委任或ハ
追認ヲ與7ル事二依リテモ爲シ得ルト考ヘタ。途ニハLインノ
ヶント1自身モー定ノ條件ノ下二、之ヲ認メザルヲ得ザルニ至
ツタ。（H誼er，Sユ7）。
C。後顛註繹學派　後期註繹學涙ノ法入観・・、教會法學者ノ
見解ヲ基礎トシテ之ヲ最モ廣イ範園デ最モ明確ナ形式デ認メタ
■0 法人ノ不法行爲
ノデアノτ！。
寺院法ヲ基礎トスルガ故二、其ノ註繹學涙ハ法人ノ性質二付
キ擬制説ヲ採り、實在ノ人問畠封シテ法人ヲpers・na昼c捻或・・
pergonarepraesenta，ノ名ヲ帯ビ㌧タ手由象的人格者トシテ封立セシ
メタ。而シテ他ノ中世ノ學涙ト同様二擬制設ヲ操用シ乍ラ不法
行爲能力ノ存在ヲ認メタ。其ノ理由二付イプLノのレトールス「ハ
人格ヲ擬制スル事二依リテ法律上ハ實在スルモノトシテ通用ス
ノンガ故二、法律上其ノ不法行爲ヲ認メノシ事ガ出來ルト論ジタ。
不法行爲ノ種類二付イテハ、團膿的性質ヲ有ス疋固有ノ不法行
爲（prOPTieノ　ト然ラザノレモノ　（im拶roprie〉トヲ匿別シタ。又合
同的昌行動スル場合許リデナク、委任或・・追認ノ揚合ヲモ認メ
タ。而シプ多歎者ノ行爲ハ全膿ノ行爲トナルト云フ1、・一マ1
法ノ、原則ハ自明的二作用シタ。
第四近世法
中世ノ法人思想ガL・一マ「法ノ極端ナル擬制論二依り乍ラ
モ、ヨク當時ノ具膿的ナ冠會事情ヲ考察シ其ノ祉會生活ノ要求
ヲ充足スルニ勉メタ織二特色ヲ褒揮シタ事ハ前二述ベタ如クデ
アル。然シ法人二關スル擬制的見解ト實在的見解トヲ同時二包
容セムトスルハ、結局二於テ理論上ノ矛眉タルヲ免レナイ。斯
クノ如キ法人観ハ、法律學ノ登達二俘ヒ早晩破綻ノ蓮命二遭7
可キモノデアル。而シテ此ノ姜協的ナ法人観ガ理智的反省ノ結
果トシテ亡ビ、新シク理論的ナ法人観ガ生レル織二近世ト中世
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トノ時代的相蓮ヲ見出シ得ルノデアル。何ヅレ他ノ章デ述ベノγ
機會モ有ラウカラ、此庭デハ極ク概括的二近世ノ法入思想ノ傾
向ヲ指摘スルニ止メテ置ク。
近世二於ケル法入思想ヲ観察スル時、吾人ノ・ご個ノ時期二遜
別シ得ル。第一ノ時期帥チ近世初頭ハ、唯中世ノ思想ヲ基礎ト
シ之ヲ理論的二登展セシメタニ過ギナイ。故二年代別的二観察
スル時ハ近世二属スルガ、思想ノ内容カラ観察スル時ハ中世ノ
法人観ノ遺物二過ギナイ。之二反シテ後期ノ思想ハ中世思想ノ
敏織ヲ登見シ、理論的二建設サレタルモノデアル。故二此ノ中
二翼ノ意味ノ近世ノ法人観ヲ知ル事ガ出來ル。
雨期ノ法入観ハ中世ノ法人観ト同様二、L・一マ1法學者ノ法
人観ト致會法學者ノ法人観二匠別シ得ノン。敏會法學者ノ法人観
ハ更二奮致涙ノ法人観ト新敏涙ノ法人観二細別シ得ル。
A．Lローマ「法學者ノ法人観　彼等ノ法人論トシテ、法人ノ
性質ハ法入ヲ構成スル多藪ノ個人ト異ナルー種ノ法律上ノ擬制
的入格者（persom£cta，myS七i⑱，im乱gin翻a）デアルト考ヘタ。
其レト共二多数自然入ノ結合駅態ト見ノンLゲルマン「法的要素
ヲ附加シタ黙二於テ中世思想トー致スル。法人ノ意思能力、行
爲能力ノ問題モ此ノ前提カラ來ルノデアル。即チ廣義二於ケル
法入ノ行爲二二種類アリ、第一ノ行爲ハ法入自禮　（lmiversit総
量psa）ノ行爲ニシテ第ニノ行爲ノ・他人二依ル（per誼um）法
人ノ行爲デアノレ。前ノ種類ノ行爲ハ全肚員ノ統一的集合行爲総
■2 法人ノ不法行爲
肚員ノ決議或ハ代表ノ任昌當ルc磁egSノ多歎決カラ成リ・是
ン以外ノ揚合ハ他入二依ル法入ノ行爲二属スル。
法人ノ不法行爲二付イテハ、他入二依ル不法行爲ノ成立ヲ認
メナイ。唯練祉員ノ共同行爲、総杜員ノ決議・理事或ハ祉員ノ
不法行爲ヲ法人ガ追認スル時二於テノミ法人ノ不法行爲トナル
ト考ヘタ。
　（B）　教會法學者ノ法人論　敏會法ノ學者二新教涙ト奮敏派
トノニ種ノ法學者ガ封立スノレガ、法人ノ性質論或ハ行爲論二付
イテハ全ク同様ナ態度ヲ執ツテ居ル。要スルニ中世紀ノ思想ヲ
其ノ儘二受ケ容レ之二封シテ僅カナ攣更ヲ加ヘタニ過ギナィ。
　法人ノ性質二付イテモ依然トシテ擬制論的ナ見解ヲ採入法
入ノ行爲二付イテモ中世ノ多藪決ノ原則或ハ代理ノ原則ヲ認メ
タ。不法行爲二付イテモ中世ノ致會法ノ議論ヲ受ケ容レタニ過
ギナイ。唯神聖ナル致會ガpエaela七或ヒ・・capiもuli個入的ナ不
法行爲ノミナラズ共同的ナ不法行爲ノ責任ヲモ負搬セザルコト
ヲ主張シタ事ヲ注意スレバ可イ。
　後期二於ケル法入観トシテ次ノニ大思潮ガ流レテ居ノレ。帥チ
tゲルマン「法的ナ實在論トL・一マ「法的ナ擬制論デアノレ。
（但シL・一マニスプン「中ノ或ル者例ヘバLレーゲルスベルゲ
ノレ「Lデルンプノレヒ「ノ如キハ實在説ヲトノレ。）L・一マ「法的ナ
擬制論ヲ代表スノレ者ハ伊ビニイ「デアノレ。彼ハL・一マ「法
ノ法源二付キ精密ナ研究ヲ爲ス事二依リテ近世ノ擬制論的ナ
第三章　　不法行爲ノ可能性 工3
法入論ノ根本理論ヲ構成シタノデアル。彼ハ法及ゼ権利ガ人問
ノ道義的自由ノ爲メニ存在スルト云7前提カラシテ自然入ヅ性
質上當然二灌利ノ主膿タリ得ノレ事ヲ認メノソト共二、自然入以外
ノ者ハ、法ノ擬制二依リテノミ権利ノ主膿タリ得ノソ事ヲ主張シ
タ。彼ノ擬制論カラシテ無論法入固有ノ不法行爲能力ハ否定サ
レタノデアル。此ノ擬制論ヲ基本トシテ其ノ後種々ノ擬制説ヅ
現ハレタ。例ヘバLヅインドシヤイド「Lベヅカー「Lツィーテノレ
マン「Lミシユー「ノ如キ特色アル読ヲ見出シ得ノソ。
他方二於テLギ・一ノソケ「ヲ代表者トスノソLゲノソマン「法的ナ
實在論ガアノソ。彼ハ法人即チ團膿入ガ個人ト相並ムデ肚會二實
在スル事カラ出登シテ、其ノ法人鼻固有ノ行爲能力、不法行爲
能力ノ存在ヲ肯定シタ。猶彼ノ外二吾人ハ多クノ特色アノレ實在
論者ヲ見出スノデアノソ。例へ・並レーゲノソスベ：ノソゲノン「Lエリネ
ク「Lデノレンブノレヒ「Lカノレロフ「ノ如キデアノン。
性鈎資（????????????????←????
第一総　説
先ヅ第一二生ズル問題ハ果シテ法入ハ其ノ本質カラ見テ不法
行爲ヲ爲シ得可キモノナリヤト云フコトデァノレ。換言セバ性質
上法人二不法行爲能力ヲ認メ得可キカト云7問題デァル。此ノ
ユ4 法人ノ不法行爲
問題ハ實盆ノ上カラ見レバ余り重大ナ憤値ヲ有シナ左カモ知レ
ナイ。蓋シ法入ガ實在的デァルト擬制的デアルトニ係ハラズ、
荷シクモ法人ノ理事其他ノ代理人ガ其ノ職務ヲ行フニ付キ他人
二加ヘタノレ損害ヲ賠償セザル可カラザルハ民法四四條ノ明定ス
ノソ所ニシテ、是レハ法入二關スル學読ノ如何二依リテ左右シ得
ザノレガ故デアノレ。
然シ乍ラ筍シクモ法人ノ不法行爲二關シテ學理的研究ヲ爲サ
ムトスルニハ、軍二適用上ノ結果ノミヲ見テ満足ス可キデハナ
ク、進ムデ其～合理的根擦ノ有無ヲモ探ラネバナラヌ。
帥チ同條ガ性質上當然二認メラレタモノデアルカ、或ハ便宜
モ顧慮シテ認メラレルニ到ッタヵヲ明自ニス可キデアル。況ン
ヤ権利能力行爲能力、不法行爲能力等ノ諸問題二於テ、此ノ根
本問題二勤スノレ見解ノ如何ガ結論二影響ヲ及ボシ得可キ場合ア
ノシ鼻方喬』テ　ヲヤデアノレ。
　　註　鳩山博士ハ法人ノ本質論ト不法行爲論ガ密接ナ關係二在’レ事チ主張サ
　　レ（民法総論）、三潴博士ハ實盆上何等ノ慣値ナシト云ハレテ居7レ（民法提
　　要）。
而シテ本問題ハ沿革上L・一マ「法ハ擬制論的立場カラ絶封
酌二之ヲ否定シ、中世法ハ擬制論ノ立揚ヲ探り乍ラモ之ヲ肯定
シ、近世法ハ先ヅL・一マ「法的ナ擬制論ガ現ハレテ之ヲ否定
シ、次ギニLゲルマン1法的ナ實在論ガ出デテ之ヲ肯定シタ。
外國法二就イテハ、濁法二於テ擬制読ノ浩極論ト實在説ノ積極
論トガ相互コ箏ヒ現在ハ後者ノ方ガ優勢ヲ示シテ居ル。Lスイ
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ス「法ヂハ法文ノ構成上法人固有ノ行爲能力、不法行爲能力ノ
存在ヲ認メ以テ學説上ノ箏ヲ断タムトシ、英法、佛法ノ大膿ノ
態度ハ擬制論ノ立場カラ否定二傾イテ居ル。
　　註　「スイス」私決　法人ハ法律叉ハ定欺二定メタル必要機萄ガ設置セラ
　　ソヲレト共二行爲能力者トナル（玉四際）。機關ハ法人ノ意思チ表示スツ爲メ
　　ニ存スPレ。機關ハ法律行爲及ビ其他ノ朋爲二俵うテ法人二義務チ員権セシ
　　メル。尚ホ行爲者ハ個人トジテ其責チ免ソズ（五五燦）。
　　「スィス』私法デハ明丈チ以デ法人個有ノ不法行爲能カノ存在チ認メテ居
　　膨ガ　是レニ就イテモ軍純ナか政策論二過ギズト反封シそ昏膨鯨地ガ有膨o
　　（Egger，K・mmenも鼠193・）。
　　「スイス」二於テモ初メハ擬制論チ基礎トスル潰極論ガ勢カチ占メタガ
　　後二實在論二基ヅク積極論ガ勢力チ占メ　ー九〇五犀ノ聯邦裁判所ハ有機
　　龍設チ執り法人ノ不法行爲能カノ存：在チ肯定シタ。
　　蜀逸民法第一草案二於テハ純然タル擬制説チ探り理事ザ法人ノ代理人タ膨
　　’事チ定メタガ實在論者ノ反封二遭ヒ代理人タル地位チ有スト定メ此ノ解
　　決チバ學者ノ議論二一任シタ。
　　葡蓮ノ如ク英法二於テハ通訊トジデ擬制論ガ行ハソル結果　法人性質二固
　　；有ナPレ不法行爲能カノ存在チ否定ス1レ事二傾イテ居ル。例ヘバRanger　V」
　　織reatWestem：RyC似事件二於デ「クランウオース」螂ガ『法人2・其レ自
　　均デ詐欺チ犯ス事ガ出事ナイ』ト。然シ乍ラ法律生活ノ婆求チ容レ、法人二
　　不法行爲上ノ責任ハ買謄セシメァレノデア1レ・而シテ其ノ理論的根擦トシデ
　　』被傭者或ハ代理人ガ職務執行上主人或ノ・本人ノ利盆ノ爲メニ爲ス不法行：爲
　　上ノ責任チ本・人或ハ主人ガ員携ス7レト云フ法理チ探用シメノデアヌレ。Var
　　borou幼v。Bank　of　Englana事件二於テ法人二甥スル・不法行：爲上ノ訴権チ
　　認メGreen　v。工ondou　Gener誠onmlbus　Co7事件二於テmalicions　ac毒ノ
　　成立チ認メ：Ranger　v・Gr～at　Westem：Ry　Cα事件二於テ法人二fr＆ud上
　　ノ責任チ認メタo
　　擬制説ノ立場カラ法人ノ不法行爲能カチ否定セムトスル佛國ノ通説ハ　法
ユ6 法人ノ不法行爲
　　入二不法行爲二基ヅ〃責任チ買澹セシメル理論的根嫁1トシテ、佛國民法一
　　三入四條チ適用ジ、行爲者二醤スか選任監督二過失アル事テ理由トスか。
　我ガ民法ノ解繹トシテ、制定當時ニハ擬制論的浩極読ヴ勢カ
ヲ占メタガ、漸次實在論的積極読二推移シ判例モ亦當初ハ成ル
可ク學理的解決ヲ避ケ、專ラ法文ノ解羅ヲ結果二於柔妥當ナラ
シメノレ事二努力シタノデ、此ノ問題二封スル判例ハ極メプ少ナ
イノデアルガ其ノ少藪ノ判例ハ解繹論ノ進化二李行シ、初メハ
浩極説ヲ探り後ニハ積極読ヲ採ラムトスノレ傾向ガアル。【註】
註　』株式會冠ハ其ノ本質ノ擬制ナ・レト將タ實在ナルトチ問ハズ理事ガ其
職務チ行アニ當り他人二加＾タル損害二醤シテ賠償ノ責チ免レザルモノト
ス1（明治三九年大審判決）ト云フ鋼決ノ如キハ明ラカニ法人ノ不法行爲能
カノ問題こ封シテ同遽的ナ態度チ採ソテ居ヌレ。嚥人ガ不法行爲チ：爲スノ能
カア7レヤ否ヤハー個ノ問題ニシデ民法ハ之レガ解決チ學説二譲り右第四十
四條二於テ法人ノ代理人ガ他人二損害チ加＾タル場合二付キ法人ノ賠偵ノ
責任チ規定スノレニ止マルモノトス・…・・買東京控訴院到決法律新聞入〇四
號二一頁）
邑取締役が其職務チ行フニ付キ飽人二損害チ加ヘタル時ハ株式會社ハ其擾
害チ賠償スかノ責アルコト勿論ナ1レモ之ガ爲メニ不法行爲者チ會肚ナリト
云フコトチ得ズ1（大審貌凋決法評八六六五頁）　　是等ノ列決ハ何ヅレも
前ノ判決ト同様ノ態度チ示シテ居ル。
明白ナ態度デ法人ノ不法行爲能カチ否定シタモノトシテ次ノ如キ鋼決チ
撃ゲ得ル。匹株式會冠ノ業務執行二關シテ不法行爲ア・場合二於テハ其ノ
行爲二與カリタ7レ者ソミ之ガ責二任ズベキモノトス電　（大審判明治三六年
一月）。
巴法人ハ法二於テ自然人以外二権利主髄｝認メタ，レ無形ノ人格者ナか故二
事實上意思能力及ビ行爲能カチ有スルコトナ〃唯ダ法律止其代表者ノ法律
第三章　不法行爲ノ可能性 ■7
行爲ガ代理ノ原則二俵り法人二封シテ直接二其効果チ及瀞スご過ギザソバ
法人ハ自ラ不法行爲チ爲ス蟹トチ得ザァレハ勿論其代表者ノ不法行爲二就イ
テモ法律二特別ノ規定アル場合ノ外ハ其責二任ゼズ（明治四二年長崎地方
裁剣所到決法律新聞五五六號）。匹法人ハ自ラ不法行爲テ爲ス能カナキハ勿
論暇令其代表者ノ不法行爲ト錐特別ノ規定存：セザ7レ限ハ法人ハ原則トシテ
其責チ費フモノニ非ズ。民法四十四傑ノ如キハ公盗保護上以上ノ原則二甥
スル特別規定二属ス。然レ共右法人ガ寺院ナ疵場含ハ民法施行法二千入條
ニヨリ民法四十四條ノ適用ナキモノトス1　（大正四年九月二十二日大阪控
訴院判決最近判例集十六巻二入四頁）。
法人ノ行爲能カチ認メタモノトγテ、次ノ如キ近年ノ判決チ墨ゲ得アレ◎是
レハ明ラカニ實在説ノ立場カラ下γタ鋼決デアァレ晶民法四四縢第一項ノ規
定ハ法人ノ代表機關タ・レ理事其他ノ代理人ガ其職務チ行フニ付キ他人二加
＾タル不法行爲上ノ損害二醤ツ法人自ラ其責二任ズベキコトチ規定シタル
モノニシテ代表磯關ノ不法行爲ノ結果ガ代理ノ法則二依り法人二錨罵スペ
キコトチ定メタノレニ非ザルハ勿論同様ノ代表機關ノ不法行爲ノミニ關スノレ
モノこシテ代表機關ノ選任ジタ7レ代理人ノ不法行爲チ包含スノレモノニ非
ズ。叉其代理人ノ不法行爲ノ効果ガ代理ノ法則二依り代表機關ノ不法行爲
ト爲ノレコトニヨリ其責ノ法人二蹄スペキ特例チ定メタンレモノニモ非ズ（大
正九年六月大審院判決法律新聞一七六入號）。
　第二　法人學説ノ批詳
　法人ノ本質上不法行爲能力ヲ認メ得ベキャト云7問題二關シ
プ自説ヲ述ベル雨二、他ノ學者ノ見解ヲ極メテ簡輩二説明シ批
評ヲ加ヘプ置キ度イ。
　問題ノ中心ハ、法入ノ本質カラ見テ固有ナル不法行爲能力ノ
存在ヲ認メ得可キヤ否ヤニ在ルガ故5、法人ノ本質二關スル見
解ノ如何二依リプ自ヅカラ結論二相違ヲ來タサザルヲ得ナイ。
■8 法　人　ノ　不　法　行　爲
故二弦二法人ノ本質二關スル學読ト其結論二就イテ説明スル。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【註】
　　〔註〕法人學設二關スノレ研究ハ、松本丞漁博士L法人學説烈、私法論文集
　　入六頁以下J鳩山博士L法人論「（法學協會雑誌二六巻十一號十二號）。法
　　人二關ス7レLゲかマン「思想ト「ローマ1思想ノ封照二付テハ李野學士L我
　　力“民法二於ケ7レローマ法トゲかマン法「。法人ノ行爲能力二關シデハ仁井田
　　博士し法人ノ行爲能力「（法協二六巻十二號二七巻一號）チ暴ゲ得ル。，
　各種ノ法入論ノ中デ、第一二掲グ可キハ（A）L法人否認説「
（Neg瀬onsbheorie〉デアノシ。此説ハ法律上法人ナル概念～・絶封
酌二存在シ得可ヵラザノレ事ヲ主張スル。然カモ法人ノ本質二關
スノレ純理論的ナ考察カラ其ノ存在ヲ否定スル許リデナク、法律
ノ解繹上カラ否定ス可キ事ヲ主張スル織二法人否認論ノ根本的
特色ガ存在スル。但シ理論上解繹上法人ノ存在ヲ否定スルニ到
ノン理由二就イプハ學者二依リプ見解ガ相違スル。
　否定論ノ中デ最モ代表的ナノハしブリンツ1ノ些目的財産説¶
デアノレ。即チ本來権利ノ主膿タル可キ者ハ現實二存在スル自然
人二限ルノデアルガ、財産ノ中ニハ或ルー定ノ目的ヲ達成スル
必要上自然人二属セザノレモノガアル。然シ此ノ揚合ニモ主膿無
キ梅利ヲ認メノレ事ハ理論上不合理デアルカラ、鼓二法ガ作用シ
擬制的昌主膿タノレ可キ者帥チ法入ヲ創造シタノデアル。斯クノ
如ク法人ハ法ノ擬制的産物デアルガ故二結局法律上存在セザノγ
事ニナル。實際ハ或ノレ種ノ目的ノ爲メニ無主膿財産ガ存在スノγ
晶過ギナイ。彼ノ有名ナル比喩トシテ、法人ガ入格論二属セザ
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ノレ事ハ丁度案山子ガ人類學二属セザノシガ如シト云7言葉ガアル
（P蹴dekten，2A混S，60荘）。良Pチ彼ノ・目的財産ノ存在ヲ主張ス
ノレ事二依リテ法人ノ法律上二於ケル存在ヲ否定シタノデアル。
猶此ノ外二Lイエリング」ノ如ク甦團法人二在リテノ・固々ノ肚
員、財團法人二在ソテ・・不特定ノ多藪受盆者ガ眞ノ主膿ナリト
主張スル説モアノレシLヘノソデノン「、Lゼンダー「ノ如ク管理者ガ眞
ノ人格者タノγ事ヲ主張スル説毛アノレ。是等ノ諸読ノ・各々理由二
相違ガ存スルガ、何ヅレモ法入ナル法的概念ノ法律上ノ存在ヲ
縄封的二否定スルモノデアルカラ、法人ノ性質二固有ナノソ不法
行爲能力ガ存在スル事ヲ認メ得可キ絵地ガナイ。
是等ノ否認説ノ第一ノ論黙ハ、理論上自然入ダケガ人格者タ
リ得ノレト云7事デアノレ。此ノ議論ノ誤謬ハ擬制論デ述ベル事ニ
スル。次二法入ノ存在ノ・理論上否定ス可キモノデアノソガ故二、
解繹論トシテモ法律上ノ存在ヲ否定セネバナラヌト云フ批難デ
アノレ。斯クノ如キ批難・・枇會事實ト法律的規範トノ混同カラ生
ジタ誤解二出デタモノデアル。法律ノ・肚會的生活ヲ規律スル規
範デアノレガ故二、出來得ノレ限り肚會的事實ヲ自己ノ規範ノ中昌
包容ス可キデアノソガ、揚合二依リテハ肚會生活ヲ規律スル必要
上杜會生活二實在セザノレモノヲモ法律上存在セシメノレ必要ガ生
ズル事モ有り得ノレ。而シテ是レハ規範タノン法律ノ性質上當然二
爲シ得ノン屠ノモノデアノレ。故二法律ガ便宜的二認メタカラト云
ア理由ノ下二其ノ法律上二於ケル存在ヲ否定スル事ノ・法律的規
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範ノ本質ヲ誤解シタ議論ト云ノ・ネバナラヌ。其ノ性質ガ實在的
デアノレカ或ノ・擬制的デアルカト云フ疑問ノ・生ジ得ノレ／ガ法律論ト
シテ其ノ存在ヲ縄封的二否定スル事ノ・出家ナイト信ズル。
　…欠ギニ研究ス可キ読ノ・（B）法人擬制説（：Fic乞ions馳eorie）デア
ノレ。法人擬制読ノ・過去二於テ長ク隊洲大陸ノ法學界ヲ支配シタ
思想デァリ、殊二英法系統ノ法律デノ・最近二到ル迄何等ノ疑問
サヘ抱ヵレズシテ認メラレタ關係上、等シク擬制説ト辮スルモ
ノノ中ニモ幾多見解ノ相違ガ存スル。然シ乍ラ吾入ノ・各種ノ擬
制説二共通スル見解ヲ次ギノ黙二見出シ得ノレノデアノレ。郎チ本
i來法律上當然二人格者タル可キ者ノ・自然人二限ルノデアノレ。祉
會生活ノ必要上自然人以外ノ者ニモ財産ヲ蹄属セシムル必要ガ
生ズル。鼓二於テ法律ガ作用シ擬制的手段ヲ用ヰ、自然入以外
ノモノ（例杜團、財團）ニモ人格ヲ認メタ。是レガ法人デアル
故二法人ノ人格ノ本質・・法律ノ擬制的産物ナリト云フノデア
ノソ。【註】
　　註何故二自然入ガ理論上當然二人絡者トナか二拘ハラズ法人ハ然ラザ1レ
　　カト云フ疑問二封シテ種々ノ説明ガア7レ。しサビニイ「ハ凡テノ権利ハ人問
　　ノ道義的自由ノ嬬メニ存ス7レガ故二、自然人ハ法人ト異ナリ當然二人格者
　　トナリ得ノント云ヒ、ヌ「ヴィントシヤイド」ハ意思ノ駈有者ノミガ人格者
　　タリ得アレガ故二、自然人ノミガ當然二人格者トナリ得ル下設明スFレ。此ノ
　　正統的ナ擬制論二封シテ傍系トモ見ル可キ議論ガアル。例ヘバLバロン」
　　ノ如ク永久的ナ澁會ノ目的自艦チ人絡化シタモノガ法人デアルトカ或ハ
　　Lベツケル］ノ如グ財産自艦ガ法人ノ本質ナリ｝云フ説ノ如キ毛ノデアル・。
現在二於ケル多藪ノ擬制論ノ・實二斯クノ如キ議論ヲ基礎トシ
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之ヲ登展セシメタモノデアル。
　斯クノ如キ擬制論的立場カラ観察スノソ時、法人二固有ナノシ不
法行爲能力ノ・存在シ得ズト云ノ・ネバナラヌ。蓋シ法人ノ・自已二
固有ナル意思及ビ行爲ナク、唯代理入二依リテ意欲シ行動スノレ
ニ過ギザノソガ故二、勿論法入二固有ナノソ不法行爲能力モ存在シ
得ノソ籐地ガナイ諜デァノレ。唯種々ノ理由二依リテ、法律ガ問接
酌二代理人ノ不法行爲二基ヅク敷果ヲ法入二負澹セシメタニ過
ギナイ。例ヘバ理事晶・・資産乏シク法人ニハ費力アル事ガ通常
デアノレ故二被害者ヲ保護スル爲メニ法人二責任ヲ認メノソトカ、
或ハ法人ハ代理人ノ行爲二依リテ利盆ヲ受クノレガ故二代理人ノ
不法行爲二基ヅク責任ヲ負捲ス可シト云7ゾ如シ。要スノγ二不
法行爲能力ハナイガ不法行爲二基ヅク責任ヲ法入ガ問接的二負
捲セシメラレノソニ過ギナイト云フノデアノン。【註】
　　註我ガ國ノ學者ニシテ法人固有ノ不法行爲能カチ否定スノレ者・・下ノ如シ
　　勿論彼等ノ多クハ其ノ理論的基礎トジテ擬制説チ探用シ、被害者チ保護ス
　　　7レ必要上法人ノ責任チ認メFレノデアかQ但シ川名博士ノ如グ法人ハ我々ガ
　　主観的二意識スか二俵リテ存在ス・レ意識人或ハ無形人ナリト云フ議論モア
　　　アレO
　　　梅博士（民法要義）、岡松博士（艮法理由）、鈴米博士ぐ民法要論）、川名博
　　士（日本民法論）、中島博：士（民法繹義）、飯島博士（民法要論）、嘩道博
　　士（日本民法要論）、遊佐博士（民法概論）、飯島博士、叉仁井田博士ハ前
　　揚ノ論者デ、理論上不法行爲能カノ成立チ認メルガ解繹論トシテ認メナ
　　　イ。
擬制論者ノ不法行爲能力否認論ハ、其ノ理論的基礎ヲ爲ス法
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人擬制論ノ誤解カラ生ジタモノデアノソ。故二法入擬制論ノ誤解
ヲ繹ク時ハ、自ヅカラ不法行爲能力否定論モ破壊サレノレ事ニナ
ノン。故二吾入ハ先ヅ此ノ誤解ヲ繹カネバナラヌ。凡テノ擬制論
ヲ通ズル根本的誤解ハ、自然人ノミガ理論上當然二権利ノ主髄
トナリ得ノソト云フ見解デアノレ。然シ乍ラ斯クノ如キ見解ノ・明ラ
ヵ二人格ノ本質二封スノソ誤解ヲ示スモノデアル。何故自然入ノ
ミガ當然二人格者トナリ得ノレニ拘ハラズ、法人バ入格者ニナリ
得ナイノデアラウカ。Lサピニイ「ノ如ク凡テノ権利ハ入問ノ道
義的自由ノ爲メニ存在スノソガ故二肖然入ハ當然二権利ノ主膿ト
ナリ得ノソト云フ議論モアラウ。然シ法律及ゼ椹利ガ人問ノ道義
的自由ノ爲メニ存在スノレ事ハ、必ズシモ自然人ノミガ権利ノ主
膿トナノソト云フ結論ヲ件ハナオ。道義的自由ト云フ目的ノ爲メ
ニ自然人以外二肚團及ゼ財團ニモ人格ヲ賦與スノソ必要ノ・如何
ナノソ時代如何ナノソ地方ノ肚會二於テモ必要ナ事項デアノレト云ヘ
ノソ。或ノ・Lヅインドシヤイド1ノ如ク、完全ナ意、思ノ斯有者ノ
ミガ権利ノ主膿トナリ得ノレト云ク議論モアラウ。然シ意思ノ・法
律生活二於ケノソ人格者ノ活動ノ手段トハナリ得ノソガ、入格賦與
ノ要件トハナリ得ナイ。此ノ事ハ自然人ノ揚合二於テ、心紳喪
失者、心紳耗弱者ガ完全ナ意思作用ナキニ拘ハラズ街ホ入格者
タノソヲ失ハナイ事カラモ理解シ得ラレヤウ。其ノ上法入ハ自然
人ノ如キ意昧ノ意思作用2・有タナイカモ知レナイヴ、之レト別
種ノ意味ノ意欲ヲ有シ生活活動ヲ螢ム事ヲ考ヘノ｝／時、自然人ノ
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ミガ當然二人格者タソノソト得考ヘノソノノ・誤解デアノソ。
　　　註　人格ガ賦與セラレノレ理由二付イテハ揺著L法律學概論1ノ第三篇第五
　　　章チ参照’セラレ度イo
　斯クノ如ク擬制論ノ理論的基礎、帥チ法入ノ人格ハ本來認ム
可カラザノソモノヲ法律ノ擬制的手段二依リテ認メタト云7説ハ
何等ノ合理的理由ナシト云ハネバナ』ラヌ。從テ此ノ誤レル前提
二立ツ法入ノ不法行爲能力否認論モ亦同様二否定セネバナラナ
’イノデアノソ。
　最後二掲グ可キ説～・（C）法入實在説（Reali繰s七11eorie）デアノ％
此読ニモ種々アソ、分チプ（イ）肚會的有機膿説　（・）肚會的組
織膿説　（ハ）法律的組織膿説トスル。此中（イ）（・）二読ハ（1）
権利ノ主膿ノ・自然人二限ノレト云7擬制詮ノ主張二反封シ自然人．
以外ノ者モ権利ノ主膿タリ得可キ事ヲ主張スノント共二（2）法入．
ナノレ概念ガ法律二依リテ擬制的二構成サレズシプ杜會生活ノ中・
二作用スノレ事實ヲ認識シテ生ジタ事ヲ主張スノソ。
　　　註我が國ノ學者ニシテ法人二固有ナァン不法行爲能カチ認メル者ハ下ノ人、
　　　々デア7レ。而シテ多クハ法人ノ性質ご付イテ肚會的組織艦説チ探り、組織
　　　　　　　　　　　　　　曳　　　作用ノ當然ノ結果トシテ不法行：爲ノ成立チ認メル。但シ例外トシテ富井博・
　　　士ノ如ク實在論チ探アレニモ拘ハラズ便宜論二俊リテ不法行爲ノ成立チ説明
　　　ス7レ學者モアルo
　　　富井博士（民法原論）、李沼博士（日本民法論）、松本博士（人法人物）、鳩山・
　　　博士（日本民法総論）、嘉山學士（民法総論）、三潴博士（民法総則提要）、岩∫
　　　田學士（日本民法総論）、管原博士（日本民法論）、中村敏授（日本民法論）智
　　　吉田學士（民法提要）
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（イ）　紅會的有機健読　ハ濁逸ノLギーノレケ「Lレーゲルス（ミ
ルゲル「等ノ代表スル説ニシテ、丁度Lザビニ石ノ擬制論ガ
他ノ擬制論二劃スノレ關係ト等シク、法人實在論ノ基礎ヲ爲スモ
ノデアル。彼等二依レバ、冠會生活ニハ個人的ナ生活ト相封立
シプ有機的ナ團膿生活ガ存在シ濁特ノ意識、濁特ノ意思二依リ
テ自己固有ノ生活ヲ螢ムノデアノレ。而シテ場合二依リテハ自己
ノ意思二依リテ不法行爲ヲ爲ス事モアリ得ノソ。法人ナノン法的概
念ハ此ノ有機的團禮生活ナノレ事實ヲ認識シグ生ジタモノデア
ル。故二法律上モ固有ノ意思能カト行爲能力ヲ有スノレ／許リデナ
ク固有ノ不法行爲能力モ存在スノソト云ハネバナラヌ。
（口〉　壮會的組織盤読　此ノ設ノ代表者ハ濁逸ノLデルンブ
ノレヒ「佛國ノLサレイユ「等デアノレ。我ガ國ノ實在論者ノ多藪
ハ此ノ説二同意ヲ表シテ居ノレ。此ノ説ハ冠會生活ノ中二有機的
團膿生活ハ存在シナイガ、多歎ノ自然入ノ組織的ナ團膿的共同
生活ガ存在スノレ。法人ナノン法的概念ハ此ノ事實ヲ認識スル事二
依リプ生ジタ結果デアノソト云フ。此ノ杜會的組織膿説ヲ採ノレ
モ、法人ノ不法行爲能カガ其ノ性質上固有二存在シ得ノレト云ヘ
ル。蓋シ組織膿ヲ構成スノレ多歎者ハ組織的生活ノ原理二依リテ
各自ノ問二仕事ヲ分携シテ行動スルノデアノレジ、捲任シタ職務
ヲ執行スル各個入ガ場合二依リテ不法ナ手段二訴ヘテ實行スノレ
事モ有り得ベキ事・・吾人ノ生活経験カラ見テ豫想セネバナラナ
イ。而シテ此ノ不法ナ行爲ハ、組織膿ヲ構成スル者ガ組織的生
第三章　　不法行爲ノ可能性 25
活ノー部トシテ爲スモノデアルガ故二、祉會事實トシテモ組織
禮自身ノ不法行爲トシテ観察セネバナラナイ。法入ナル法的概
念ハ此ノ冠會的事實ヲ認識シタ結果デアルガ故㍉勿論法入固
有ノ意思能力、行爲能力、及ビ不法行爲能カガ性質上固有二存
在スノレ事ヲ認メネバナラヌ。
此ノニ種ノ實在説ハ何レモ祉會生活ノ中二有機的團膿ナ疏叉
ハ組織的團膿ガ實在シ、法入ナノγ法的概念ハ之レヲ認識シタ結
果デアノレト主張スノレ。然シ乍ラ吾人ガ注意セネ建ナラヌー事ハ
融會的二實在スル有機騰或ハ組織膿ト法律上二認メラレル法人
トガ全然範園ヲ同ウスノソモノニ非ザル黙デアノγ。換言セバ法律
上ノ法入ハ必ズシモ祉會的二實在セザノレト共二杜會的二實在ス
ル團膿ハ、必ズシモ法律上ノ法人トハナラナイト云フー事デァ
ノン。例ヘバ民法一〇五一條ノ相績財産法人ガ之二i封慮スル杜會
的實在ヲ有セザルハ何入モ疑ハザノレ事實デアル。更二松本博士
モ云ハレノソ如ク祉團法人二就イテ我ザ民法ノ解繹上、僅ヵ二人
ノ祉員一人ノ理事二依リテモ構成セラレ得ノレ謬ニナノレガ、祉會
的二観察スル時ハ斯クノ如キモノヲ目シテ團艦トハ云ヘナイデ
アラウ。叉財團法人二封シテ何ガ魅會的二實在スルカト云フ疑
問モ相當ノ論議ヲ要スルデアラウ。反封二祉會生活二於テ團膿
トシテ實在スルガ法律上法人トシテ存在シナイ者モアル。i辮護
士會ノ如キ権利能力ナキ甦團ハ其ノ適例デアノレ。極端ナ事例ト
シテ窃盗ノ團膿ヲモ墨ゲル事ガ出來ルデアラウ。要スルニ肚會
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生活二於ケル團膿ト法律上二於ケル法人トハ其ノ範園ガー致ス
ルモノニ非ズシテ或ル部分二於テ交叉關係ヲ有スルノデアル。
故二冠會的有機膿読或ハ祉會的組織膿説ノ如キ意味ノ法人實在
読ヲ探用スル事ガ出來ナイ。随テ此ノ誤マレル解繹論二立脚ス
ル不法行爲能力論モ排斥セネバナラナイ。
　（ハ）　法的組織髄説　此ノ読ハ前述ノ杜會的有機騰説及ビ祉
會的組織醗説ガ法的概念ト批會的事實トヲ混同シタル鉄黙ヲ見
プ反封二肚會的事實ヲ度外覗シ專ラ法文ノミヲ解繹シテ本問題
ヲ解決セムトスルノデアル。帥チ肚會的事實二封スル肚會學的
研究ノ問題ハ別トシチ法律學上法人ヲ解繹スル時、法入ハ機關
二依リテ意思ヲ決定シ行動スル組織膿デアノレガ故二實在性ヲ有
シ固有ノ行爲能力ト不法行爲能カヲ有スト云7ノデアル。我ガ
國ノ松本博士ノ如キハ斯クノ如キ説ヲ採テ居ラレル。
然シ乍ラ有シクモ法入ノ本質論ヲ基礎トシテ不法行爲能力ノ
存在ヲ論ズルニ際シテ、甦會的事實二全ク鯛レル事ナクシテ考
察スル事ノ・適當ナ態度デアラウカ。法的概念ハ祉會的事實ヲ無
親シテ生ジ得ノレモノニ非ザル以上、爾者ノ正當ナ關係ヲモ考察
ス可キデハナカラウカ。法入ノ實在性或ハ不法行爲能力ノ固有
性ト云フ言語二含マレノレ観念自膿ハ法的概念ト祉會的事實トノ
交渉ヲ豫想シテ居リハシマイカ。法的概念ノ研究ダケニ止マル
ナラバ、何モ實在性或ハ行爲能カノ固有性ト云フ様ナ事ヲカ説
スル必要ガナイノデハ無カラウカ。此塵二疑問ガ存スル。
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第三自　論
以上ノ説明デ各種ノ法人學説ガ如何二法入ノ性質ト不法行爲
能力ノ問題ヲ考察スルカヲ明ラカニ爲シ得タト信ズル。次ギニ
本問題二關スノレ吾人ノ見解ヲ述ベル事ニスル。
結論カラ先キニ云ヘバ、吾入モ亦法人ノ實在説ヲ信ズルシ、
其レヨリ來ノレ當然ノ結論トシプ法人固有ノ不法行爲能力ノ存在
ヲ是認スル者デアル。唯其ノ基礎トナノン理由ガ他ノ實在説トノ
問二幾分ノ相違ガ存スノレノデアノレ。帥チ吾入ハ祉會的組織膿読
ト・法的組織膿説トヲ結合シタノレ實在読ヲ探ラムトスルノデア
ノシ。換言スレバ法律上ノ法人ナノレ概念ハ杜會二實在スル組織的
團膿其物デハナイガ、此ノ實在スル團膿ヲ基礎トスル黙二於テ
實在説ヲ探り亦行爲能力ノ存在ヲ認メルノデアノレ。
（1）何故二法人ハ實在スルカ。此ノ問題二封シテLギール
ケ「一涙ハ杜會生活ノ中二團膿ナノソ祉會的有機髄ノ實在ヲ認メ
法人ハ之ヲ認識シタルモノデアルガ故二實在スノレト主張シLデ
ノシンゼルヒ」一涙ハ杜會生活ノ中二團膿又ハ設備ナル實在ヲ認
メ法人ハ之ヲ認識シタ結果デアノシガ故二實在スルト主張スル。
然シ乍ラ前蓮シタ如ク法人ナノレ概念ハ肚會的實在ト全クー致ス
ノレモノデハナイ。其ノ内容二於テ範園二於テ異ナリ得ノレ事ヲ注
意スル時、斯クノ如キ實在説ハ維持シ得可カラザノレ事ヲ知ノレデ
アラウ。然シ此ノ學説ノ長所ハ祉會的實在ト云フ黙二注意ヲ向
ケタ事二存スル。雨説ト反翼二法文ノ解繹ノミニ囚ノ・レ其ノ理
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論的解繹上、法入ハ實在スルト云フ事モ無意昧ナ議論トナノシ。
然シ此ノ議論ノ長勝ハ杜會事實二封スル法的概念ノ濁立性ヲ認
、メタ黙二存スル。
斯クノ如ク法人ノ性質論ハ、魅會的事實ノミヲ考ヘル事モ亦
反封二法的概念ノミニ囚ハレノレ事モ共二不可ナリト云ハネ漣ナ
ラヌ。余ハ寧・包括的ひ法入ノ實在問題ヲ考察シ度イ。帥チ肚
會生活ノ事實トシテ團膿ナル組織的生活膿ガ存在スルガ、法入
ナル法的概念ハ此ノ祉會的事實二基礎ヲ置キ目的観的二構成サ
レタモノデアノレガ故二、其ノ性質ヲ實在的二解繹セネバナラナ
オト云フノデアル。
　　註しギーシ〃「ノ如ギモ肚會ノ中二實在スル團艦チ法律ガ軍純二認戴ヴタ
　　モノニ非ザル事チ認メルo然ミソ其ハ唯法律ガ事實、；或鮎チ制限スル事チ云
　　フニ過ギナイノデアソテ、根本二於テ法律ガ認識的態度チ探アレ事チ否定γ
　　ナイ。
　（1）　先ヅ肚會生活ノ事實トシテ組織的團膿生活ガ存在スノγ
事カラ初メノレ。肚會生活トハ利害關係ガ共通スル多籔者ノ共同
的生活關係ノ範園デアノレ。而シテ其ノ杜會生活ノ中ニハ必然的
轟各個人ガ共同ノ目的ノ爲メニ協力スル團膿生活ガ存在スルニ
到ノンノデアル。蓋シ吾人ノ生活ニハ團膿的協カヲ侯チテ初メテ
實現シ得ノン種類ノ目的ヤ團膿的協カニ依リプー層完全二成就シ
得ル種類ノ目的アリテ必然的二協同的組織ヲ要求スルカラデア
ノン。故二團騰ナノレモノハ如何ナノレ時代、如何ナノレ肚會生活晶モ
必ズ存在スルニ到ル可キ現象ニシテ、然カモ肚會生活ノ中二重
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要ナ作用ヲ及ボシテ居ノレノデアル。例ヘバ宗教團騰トシテノ敏
會、経濟團膿トシテノ會祉ノ如キモノデアル。
斯クノ如ク祉會生活二存在スル團騰へ祉會學的二其ノ性質
ヲ観察スル時一種濁特ノ性質ヲ有スルノデアル。即チ此ノ團膿
ハ個人ノ輩純ナノン集合状態（例群衆）ト’匿別セネバナラヌ。斯
クノ如キモノハ多藪者ガ唯偶然的二行動ヲ共ニスル事二依ヲプ
生ズル状態二過ギヌ、別段彼等ノ問二共同ノ目的ヲ共同的二追
求スル意識ト之レガ爲メニ必要ナ共同的組織ガ存在シナイノデ
アル。唯目的、利害、興味ノ偶然的ナー致ガ此ノ状態ヲ現出セ
シメタニ過ギナイ。然シ乍ラ是ト正反封二多数者ガ集合スル事
二依リテー種ノ杜會的有機膿ガ成立スノレト考ヘルノモ誤解デア
ル。蓋シ肚會生活ノ中二入問ノ身膿二封慮スル肚會的有機膿、
個人ノ意識二封慮スル超越的團膿的意識ヲ豫懇スル事ハ形而上
的議論二陥イルカラデアル。肚會學的5観察スル時、團膿ノ本
質ハ寧・組織膿帥チ個々ノ人問ノ協同的組織ナリト観察スノレ方
ガ妥當デアル。帥チ主観的ニハ共同ノ目的ヲ協同的二成就セム
トスル各個人ノ意、思ト客観的ニハ此ノ目的ヲ實現スルニ足ル可
キ共同的組織ガ存在スルノデアノシ。要スルニ團膿ハー種特別ノ
性質ヲ有スル存在デアル。
然ラバ團禮ハ如何ニシテ行動スルカ。團禮ハ機關二依リテ行
動スルノデアル。帥チ團膿ノ構成員タル個人ヲ機開トシテ意欲
シ行動スルノデアル。團膿ノ操ル行動ノ最モ原始的形式ハ團膿
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構成員全艦ガ共同シテ同一ノ行爲ヲ爲ス事デアノレ。然シ斯クノ
如キ合同的行爲ハ古代ノ軍純ナル團膿生活二於テノミ存シ得ル
モノニシテ現代ノ如キ複雑ナノレ團膿生活二於テ之ヲ要求スル事
ハ不合理デアル。唯少薮ノ場合ヲ除ク外ハ團膿成員ノ問二職務
ノ分澹ヲナス事二依リテ行動スル。帥チ團膿成員ノ或ル者二依
リテ構成セラレル機關ヲ設置シ、之二一定ノ権限ヲ委ネ機關ヲ
シテ此ノ権限ノ範園内二限リテ全膿ノ爲メニ行動セシメルノヂ
アル。換言セノf團膿ハ機關二依リテ意欲シ機關二依リテ行動ズ
ノレノデアル。是レガ團艦的活動ノ常態デアル。而シテ斯クノ如
キ生活行動ノ形式ハ、決シテ便宜上探用サレル方法デハナイ、
寧・團膿生活ノ特質カラ當然二生ズル結果デアル。蓋シ多歎者
ガ相集マリテ共同的二行動スルヨリハ、各自ノ聞二職務ノ分澹
ヲスル方ガ容易デアルシ、数果ガ多イカラデアル。要スルニ團
膿ハ個人ト異ナノレ形式ノ下二之ト相封立シテ杜會的二行動スル
ノデアノシ。
（2〉　次二此ノ團騰ハ法二封シプ如何ナル關係ヲ有スルノデ
アラウカ。匹冠會的有機膿説¶或ハ色杜會的組織艦説1ノ見ノレ如
ク、法ハ實在スル團騰ヲ其儘二認識スルモノデハナイ。叉反封
二肚會的事實ヲ無親シテ專ラ法律ノ目的観二指導サレテ構成サ
レタモノガ法律上ノ法入デモナイ。此ノ事ハ前二屡々述ベテ置　、
イタ。寧・余ハ法人ナノン概念ハ團膿ナル肚會的事實ヲ基礎資料
トシ、更二法ノ目的観的見地カラ之ヲ合理化スル關係二在リト
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云ヒ度イ。帥チ杜會的事實ヲ其儘二認識セズ、又祉會的事實ヲ
全然無覗シタモノデモナクグ、祉會的事實ヲ基礎資料トシプ目
的観的二建設サレタ結果ガ法人ナノレ概念デアルト云フノデア
ノレ、目的観念ノ内容トシテハ圏膿及ピ其ノ相手方ノ保護ト云7
事ヲ藪へ得ノレ。
　　　註　融會生活二於テ團膿ガ構成サレレバ無條件二法人格ガ生ズ1レト云ア箏
　　　例ハ、唯一ツLスイス「ノ法律ノ中ニノミ見出シ得アレノデア7レ。部チLチ
　　　ューリッヒ「ノ私法典第：二十條ニハ巴科學技藝其他ノ共同ノ利盆i或ハ正當ナ
　　　杜交的目的ノ爲メニ形成セラレノレ純粋私法人ハ，其ノ成立二就イテ定款二
　　　作成セラルベキ多敷肚員ノ合意チ必要トスァレrト規定ス7レノミ別二登記ノ
　　　必要チ規定セズ。（H慮er　a，aq　S．5g）
　　　民法ノ肚團法人ハ、丈理解藤上僅力二人ノ祉員二俵リテモ成立シ得1レノ
　　　デア7レガ、法文全膿ノ精紳チ欝察スル時ハ多数者ノ存在チ豫期シテ居1ン事
　　　チ推知シ得ルノデアノン。例＾バ定款攣更二關シ四分ノ三以上ノ賛成者チ要
　　　求スル規定（民法三入條）冠員総會ノ議決ハ李等二過孚敷チ以テ行ア事チ定
　　　メ7レ規定（民法五三條）亦総肚員ノ五分ノー以上ノ者ガ臨時総會ノ招集チ要
　　　求シ得1レ規定（民法六一燦）理事特別代理人ノ選任二關スル規定等チ見ル時
　　　怯丈ガ團艦生活チ豫想ジテ居ナイト云ヘナイ。
　　　財團法人モ然リデアァレ。法律ガ法人格チ認メヌレ所以ハ多数ノ財物ガ静的
　　　二横ハ1ンカラデハ無グ、此ノ設備チ基礎トジテ多敷者ガ組織的二活動スァレ
　　　事チ豫想スアレカラデアァン。但シ相綾人不分明ナル揚合ノ相綾財産法人ダケ
　　　ハ全グ團艦生活ト浸交渉ナモノデア，レト云ハネバナラヌ。
　（3）　斯クノ如キ意昧二於入余ハ實在説ヲ採ノレノデアル。
具膿的二見テ或ル種類ノ法入ハ祉會的二實在シナイ事モ有り得
ノレガ、抽象的二見テ法人ナル概念自膿ハ祉會的實在ヲ基礎トス
ノレガ故二實在説ヲ探ルノデアル。故二其ノ法的構成二於テモ、
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軍二権利能力ノミヲ有シ意思能力ト行爲能力ヲ有セザルモノデ
ハナク、法律上固有ノ意、思能カト行爲能力ヲ有スノレモノデアノレ
故二他ノ人格者タル代理入二依リテ意思シ行爲スルノデハナク
プ自己ノ人格ヲ構成スル機關二依リテ意思シ行爲スルノデア
ノレ。我ガ民法二邑理事其他ノ代理入1叉ハ邑代理権1ト云7文
字ガ使ハレプ居ノレガ、是レハ個人法上ノ代理入二類似スル團禮
法上ノ關係ヲ指示スルニ過ギナイト解繹ス可キデアル、文字論
カラ云ヘバ同ジ場庭二邑代表1ト云7語モ使用シテアルシ商法
デハ機關ト云フ語モ使用シテアルカラ何レニモ解繹スル事ガ出
來ル輩純ナ文理論デハ法理ヲ左右スル事ガ出來ナイ。
（II）前述ノ議論デ法入ハ實在シ行爲能力ヲ有スル事ヲ論述シ
タガ、次二此ノ法入二不法行爲能力ガ存在スル事ヲ説明セネバ
ナラヌ。前二法人ノ性質論二於テ、法入ナル概念ハ現實二存在
シ行動スル團髄ヲ基礎資料トシ此ノ上二法律ノ目的観二擦フ建
設サレタモノデァルガ故二、法律論トシテハ實在性ヲ有シ行爲
能力ヲ有スルト説明シタ。憂レハ抽象的二法入概念自膿二就イ
プ云7ノデアツテ具膿的二或ル種ノ法人ガ實在性ヲ有セザルモ
何等ノ妨ゲトナラナィ。法入ノ不法行爲能カノ問題モ同檬二解
羅セネバナラナイ。法的概念ノ基礎ヲ爲ス團膿ハ、既二適法二
行動シ得ノン能カヲ有スル以上不法二行動シ得ル能力邸チ不法行
爲能カノ存在ヲモ豫想セネバナラナイ。蓋シ法人ノ爲メニ作用
スル機關ハー人叉ハ藪入ノ個人二依リテ構成ラ’レルノデアルガ
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是レ等ノ個人ガー定自由ナ範園内二於テ團膿ノ爲メニ行動シ得
ノレ以上、時ニハ適法ノ手段二依り時ニハ不適法ノ手段二依リデ
行動スル事ガアリ得可キハ自然入ノ場合ト毫モ相蓮ハナイノデ
アノレ。故二此ノ冠會的事實ヲ基礎トシタル法入二性質上固有ナ
不法行爲能力アリト云ハザルヲ得ナイノデアル。　ク共法人ナ
ノレ法的概念ヲ法律學的二解繹スル範園内二於テハ性質上當然二
不法行爲能力ノ存在ヲ認メルノデアル。
斯クノ如ク法人ノ性質上當然二不法行爲能力ノ存在ヲ認メル
ガ故二、法文上明示的二排斥セラレザル限り凡テノ法入二封シ
テ其ノ能力ノ存在ヲ認ム可キデアル。商法六二條一〇五條一七
〇條二四三條二會肚ノ爲ス不法行爲二付イテ民法四四條ノ規定
ヲ準用スル旨ヲ定メテアルガ、是レハ當然ノ事理ヲ規定シタモ
ノデアルト解スル。亦産業組合、重要物産同業組合、茶業組合
漁業組合、銀行其他ノ法入ニシテ、民法四四條ヲ準用スル旨ノ
規定ナキモノモ同様積極的二解繹ス可キデアル。判例二・・ぐ前
掲）寺院ハ民法上ノ法入ノ規定二從ハズト云7民法施行法ノ條
文ヲ根擦トシテ、法入タル寺院ハ住職ノ不法行爲二付イテ責任
ヲ負捲セズト断ジプ居ルガ、是レハ不穏當ナ解繹ナリト信ズル。
民法施行法二八燦ノ精瀞ハ凡テノ法人5共通スル性質ノ事項迄
モ排斥スノン趣旨デハナカラウ。先キ頃議會二提出サレタ宗敏法
案ノ・民法四四條ヲ準用スル事ヲ明示シテ居ルガ是レハ當然ノ法
理ヲ示シタモノデアル。
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　斯クノ如ク不法行爲能力ハ法人ノ性質ヂ固有ナノンモノト解ス
可キデアルガ、之二封シテ法的概念ノ構成上ヨリ來タル反封論
ガアル。即チ法人ノ・法律二依リテ認メラレタル目的ノ範園内二
於テ行爲能力ヲ有スノレニ過ギナイ。故び不法行爲ノ如キ法人ガ
存在スル目的ノ範園外ニアル行爲ヲ爲ス事ヲ得ズト云フ議論デ
アル。此ノ批難・・濁逸ノLフオイエノ巧“ッハ「ガ唱ヘテ以來多
クノ學者ガ主張シタ議論デアルガ、明自二法人ノ法的構成二野
メル誤解ヲ示スモノデアル。ナル程法人ハ自然人ト異ナリ其ノ
目的二制限ガ存スルガ、目的二制限ガ存スルー事カラ直チニ法
人ハ其ノ目的ノ範園内二於テノミ行爲能力ヲ有スルト論ズノレ事
ノ・機械的ナ議論ト云ハネバナラヌ、一定ノ目的ヲ達セムガ爲メ
ニ法律上ノ存在ヲ認メラレタ法人ハ、其ノ目的ヲ充足スル爲メ
ノ行動ノ自由ヲモ併セ認メラレタノデアル。
　是レハ私法的自治ノ原則二照ラシテ見テモ肯定セネバナラヌ
結論デアノレ。故二法人ハ其ノ目的ヲ充足スル爲メ如何ナル方法
ヲモ自由二選揮シ得可キデアル。彼ハ自由ナ意思決定二基ヅキ
或ハ適法ノ手段二依り、或ハ不法ノ手段二依リテ行動シ得可キ
自由ナ位置二置カレタト解ス可キデアノレ。故二法的構成上カラ
見ルモ性質上固有ナ不法行爲能力ガ存在シ得ルノデアノレ。
　　註　會澁ノ理事者二使用人ノ選任及ビ事業督監上ノ過失ア’レ以上其ノ使用
　　人ノ加害行、爲二付キ會註ガ賠健ノ責二任ス可キモノトス（東控明滑四二年）
　　　しギーウケηハ鋳ノ貼二付イテ次ノ様ナ巧妙ナ説明チγテ居Pレ。即チ法律
　　上許容面rfe11サル可キ事ト法律上可能ナψ事k6nnenトハ匿別セネバナ
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ラヌ。不法行：爲ハ法律上許容サレテハ居ナイガ法律：上可能ナパ行爲デアPン
蓋シ法人ハ自由意思二依リテ行動スァレカラ法律ノ許容スル範園チ逸脱ス膨
事r三有り得可キデアル。櫻利二濫用ガアリ義務二遽背ガアルト同ジ理デア
ルト云7様ナ論旨デ説明シタ（團鰐法理ト裁鋼）o
余ハ法人固有ノ不法行爲能カチ認メかガ、法人固有ノ犯罪能カヲ認メナ
イ。犯罪行爲ハ其ノ数果タル刑罪チ課セラレ得可キ適格即チ改善セラか可
キ道徳的性質チ有スノレ事チ前提トシ、不法行爲ハ其ノ敷果タπ・賠償義務其
ノ他チ課セラレ得可キ適絡チ有スァレコトチ前提ス7レ關係上、爾者ノ範園ハ
常二同一デハナイ。個人ト個人｝ノ組織チ基礎｝スル法人ノ如キハ不法行
爲．能カハ有り得アレガ、犯罪能カハ姦在シ得ナイ
等γグ法人デハ殆レガ、相綾財産法人タ渉ハ法律：ノ構成上不法行爲能カ
ナシト云ハネバナラヌ。蓋ジ此ノ場合ノ法的状態ハ不在者ノ財産管理二關
スノレ規定ガ適用サレテ居Pレカラデアル。
法人ノ代表者ガ詐欺ノ手段チ以テ關税チ遙脱γタル場合ニハ明治二三年
法律第五二號第一條二佐り本人チ責任者｝・ジテ虚罰スベキ毛ノニシテ其代
表者二封シテハ關税法第七五條ハ勿論刑法第二四六條第二項チモ適用スベ
キモノニ非ズζ大審院判例大正四年一月）。此ノ鋼例ハ法人ノ犯罪能カチ否
定ジタモノデアルo
　猶最後二研究ス可キハ、國家其ノ他ノ公法人ハ不法行爲ヲ爲
ツ得可キヤト云フ問題デアノレ。
　　註　本問題二關ス・レ参考トシテ織田博士ノ論部文（内外論叢一巻一號）美濃
　　部博士ノ論文（法學協會雑誌三四巻玉號）美濃部博士ノ』行政裁鋼例集¶ガ
　　ア7ン
　本問題ヲ解決スル爲メニ公法人ノ行爲ヲニ種二分カタネバナ
ラヌ。即チ（1）公法入ガ私法的關係ユ立ツ場合　ぐ2）公法人ガ
公法的關係二立ツ場合デアノレ。
　第一ノ揚合　帥チ公法人ガ私法的關係二立チテ行動スル場合
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二（例鐵道螢業ノ主膿トナル揚合）執行機關ノ爲シタノレ行爲二
付イテ、不法行爲、とノ責任ヲ負擢スル事ノ・異論ノナイ織デアラ
ウ。蓋シ此ノ場合二公法入モ純然タル私法的事實ノ中二在ルガ
故二私法的規則ノ拘束ヲ受ケル事ハ當然ノ結果ト云ハネバナラ
ヌ。L・一マ「古法ノ如ク國家ハ民事關係二於テモー般ノ民事法
ヲ超越スノレ様ナ地位ニハ現行法二於テ置カレテ居ナイ。而シテ
私法昌於テ各種ノ主膿ハ原則トシテ李等二扱ハレル原則ハ此黙
昌於テモ當然二認メネズナラヌ。
然シ乍ラ第ニノ場合、帥チ公法人が公法的關係二立チテ行動
スル場合二執行機關ノ爲シタル行爲二付イテ不法行爲上ノ責任
ヲ負罐スル事ハナイデアラウカ。解繹論上此ノ問題ハ原則トシ
テ否定セネバナラナイ。蓋シ民法不法行爲二關スル規定ハ私法
的ノ法律規則デアルガ故二、其レガ規律ス可キ直接ノ封象ノ・私
法的法律事實ナラザル可カラザノレ事、反封二行政行爲二饗スノレ
救濟ヲ規定スル行政裁制法二條ハ行政裁判所～・損害賠償ノ要求
ヲ受理セザル旨ヲ規定スル事、及ビ公法人ガ公法上ノ行爲二依
リテ損害ヲ賠償ス可キ場合ガ法文二個別的二明示セラレノレ事ヲ
省ミル時、公法入ガ公法的關係二立ツ時ニハ是レニ不法行爲ノ
成立ヲ認メノγ事ガ出來ナイ事ヲ乗ロノレデア』ラウ。
　然シ乍ラ此ノ結論ハ絶封的ナモノデアラウカ。吾人ハ此ノ結
論ガ厘則二過ギズシテ、例外ガ存シ得ル鯨地アル事ヲ知ル。蓋
シ公法入ノ爲ス公法的行爲ノ中ニモ権力ノ行使ヲ本膿トスルモ
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ノト然ラズシテ李等ナ非灌力的事實ヲ内容トスルモノトノニ種
類ガアル。後者帥チ封等的ナ行爲二封シテモ以上ノ原則ヲ無制
限二適用ス可キデアラウカ。此ノ問題二饗シテ吾入・・潰極的ナ
態度ヲ採ルノデアノレ。假令表面ノ形式ハ飽ク迄公法的關係デア
ノレニセヨ、實質二於テ私法的ナ行爲二類似スルモノデアル以上
是レニ封シテ私法ノー般原則ヲ準用スル事ガー層法律ノ精紳二
適合スルノデハアルマイカ。叉公法人ガ公法上ノ行爲二付イテ
何等ノ賠償責任ヲモ負推セザノレ從廉ノ根本思想二照合スルモ爵
定スノレ事が出來ル。蓋シ此ノ從來ノ議論ノ可、不可ハ別問題ト
シ入公法人ガ公法上ノ行爲二付イプ賠償責任ヲ負罐セザル根
本理由ハ、國家ノ統治権ヲ奪重スル思想二在ノレ事ヲ知ル。帥チ
性質上絶封的ナ統治権ノ登動タノレ統治行爲二付イテ不法行爲ヲ
認メル飴地ガナク、唯法律ガ特別二認メノレ個々ノ場合ニノミ賠
償責任ヲ負捲セシメノレニ過ギズト云フノデアノレ。論者ノ主張ス
ノシ統治権及ビ統治作用ノ絶封性ト云7議論ヲ今暫ラク是認シテ
置クトスルモ、猶考慮ス可キー事ガ有ノン。即ハチ如何二國家ノ
行爲ガ絶勤的ナリトスノレモ、萄シクモ公法的行爲二権力的ト非
権力的トノニ種類ガ存在スル以上、此ノ原則ヲ権力的ナ行爲二
限リテノミ適用ス可キデハナカラウカト、云フ疑問デアル。蓋シ
絶封性ト云フ思想ハ國家其ノ他ノ公法人ノ権力的作用ヲ尊重シ
保護スル必要カラ登シタ思想デアルガ故㍉此ノ原則ヲ適用ス
ル範園ヲ其レダケニ限ル可キデハナカラウカ。換言スレバ相手
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方ノ反封ヲ厘迫シ彊制的二爲サル可キ行爲ヲ保護スノレダケニ必
要デアルト共二其ノ範園二止マル可キデハナカラウカ。此庭二
解繹論トシテ公法入ノ公法的行爲二付キ不法行爲ガ成立スル飴
地ガアノγ。
駐　解繹論チ離レ純理論的二考察スノレ時ニハ、公法人ハ凡テノ行爲二付キ
即チ櫨力的ナ1レ｝非権力的ナルトチ匿別セズジテー切ノ公法的行爲二付キ
テ不法行法ノ成立ヂ認ム可キデアル。蓋γ國家ハ肚會生活二存ス｝レ連帯關
係チバ外形的ナ椹カチ行使シテ保護助長セジム可キ任二當ル團騰デアンレ。
故二其ノ櫨力及ビ櫨カノ登動タァレ行爲ト錐、決ジテ本來ノ性質上絶封的デ
ア解ノデハナイ。一定ノ社會的規範ノ狗束チ受ケテ居ルγ叉受グ可キモノ
デア1ン。從テモジ此ノ穰カガ不當二行使サレァレ場合ニハ、此庭二國家行爲・
ノ違法性が生ジ不法行爲が成立ス7レ原因チ爲ス｝云＾アレ。
本問題二付イテ管原博士ハ吾人ト同様ナ解繹チ探ソテ居ラレ’レ。
美濃部博士ハ或か行爲ガ公法的行：爲ナリヤ其ソトモ私法的行爲ナリヤチ
匿別スル必要＞・專ラ意思表示或ヒニ之ハ準ズ可キ行爲二付イテノミ存スァレ
モノニシテ、：事實行爲二付イテハ此ノ匿別チスル必要ガナイ私法ノ原則チ
適用ス可ジト云フノデアか。
叉剣例ノ態度ハ公法人ノ公法的行爲二付キ不法行爲ノ成立チ否定スルが
然シ公法的行爲ノ中二私法的事實（例、占有、督理）ガ存：スル事テ認メ島〆
鮎二付キ不法行爲ノ成立スァレ事チ認メ7レ。
例＾バ色小學校ノ管理ハ行政ノ曇動デアルガ管理権中二包含セラレ7ン小
學校含ノ施設二封ス1レ占有椹ハ純然タル私法上ノ占有穫ナリ1ト考＾ル如1
キ（大正五年）巴水道ノ設置及ビ管理ハ行政行爲二屡スァレツコ“1水道設備構野ス
か市ノ所有櫨及ビ占有樒ハ私法關係二立ッ1ト考＾アレ如キ（大正七年）匹下
水ノ設置管理ハ行政行：爲ナ1レモ其ノ設簾二野スル市ノ所有穰又ハ占有権ハ
私法關係ナ胴ト考！・か如キ（大正十三年）築港事業ハ國家ノ行政作用デ
アノレガ築港作業ハ私法關係ナリト考くリレ如キ（大正七年）　或ハ色永利組合・
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ハ公共組合ナルモ、私的利盆ノ：爲メニ水門ノ開閉ヲ：爲ス時ハ私法關係二立
ッ¶不考＾アレ如キ類ヂア〃6而ソテ此ノ私法的事實ノ中二不法行爲ノ成立
チ認メルノデァか
　　　　第四章　不法行爲ノ成立要件
　　第一　総説一第二　各種ノ要件ノ誠明一第三　余論
第一総　説
自分ハ前章デ、法人ノ本質上其レニ固有ナ不法行爲ノ成立ガ
可能ナノン所以ヲ謹明シタガ、本章二於テハ如何ナル要件ノ下二
不法行爲ガ成立スルニ到ノシカノ問題ヲ論ジテ見度イ。
法人ノ不法行爲ガ成立スル要件トシテ、濁逸民法三一條二於
プ色肚團ハ、理事、理事ノ構成員、其ノ他ノ肚團構成上設置セ
ラレタル代理人ガ、自已二属スル職務執行二付キ損害賠償義務
ヲ生ズル行爲轟因リプ第三者二加ヘタノレ損害二封シテ責任ヲ負
澹スル¶ト定メラレテ居ル。而シプ此ノ規定ハ同法八九篠二依
リテ國庫及ビ公法上ノ肚團、財團ノ螢造物ニモ準用セラレル。
1．スイス「民法ハ五五條二於テ法律行爲其ノ他ノ所爲二依リテ
法入二義務ヲ負澹セシメルト定メプ置キ、各種ノ具髄的ナ要件
ノ決定ハ法律家ノ法律學的研究二一任シテ居ル。英法デハ法人
ノagen七（代理入〉ガ本入タノγ法入ノ爲メニ職務執行二付キ（in一
仙ecourseof）爲シタル不法行爲上ノ責任ヲ負携スルト考へ、
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其ノ各種ノ要件二付キ精細ナ研究ヲ重ネテ居ル。佛法ノ解繹ト
シテ或ル種ノ學者ハ、被傭者二封スル主入タル法人二選任、監
督上ノ過失アル事ヲ不法行爲成立ノ理由トスルガ故へ此ノ内
容如何二付イテ議論ガ存スル鐸ニナノン。
第二　各種ノ要件ノ誼明
我ガ國法上法人ノ不法行爲ヲ成立スルニ到ラシメル要件ノ根
擦ハ　民法第四四條二見出シ得ル。帥チ同條第一項ニハ邑法入
ハ理事其他ノ代理人ガ其職務ヲ行7二付キ他入二加ヘタノン損害・
ヲ賠償メル責二任ズト¶規定シテアノγ。最モ同條ハ汎ク匹理事
其他ノ代理人1ノ行爲二基ヅク法人ノ賠償責任二關スル事項ヲ
規定シタモノデアノレガ、法人ノ不法行爲上ノ責任問題二付テモ
矢張り同條二其ノ根擦ヲ求ム可キデアル。故二同條ヲ分析スル
時、不法行爲ガ成立スル要件トシテ、（1）不法行爲ガ存在スノレ
事、（2）不法行爲ガ理事其ノ飽ノ代理人二依ヲテ爲サレル事（人
酌要件）（3）不法行爲ガ職務執行二付キテ爲サレル事　（物的要
’件）ノ三要件ヲ歎ヘノレノ事ガ出來ル。以下各種ノ要件二付キ分説
シヤウ。
　（1）　法人ノ不法行爲ガ成立スノレ要件トシテ先ヅ第一二藪フ
可キモノハ、不法行爲ガ存在スル事ヂアル。而シテ此ノ不法行
爲ノ意義ハ、民法七〇九條以下二定メラレテ居ル千ノト全ク同
一デアル。私法的生活二於テ法入ト自然人トハ性質ノ許ス限り
同様二扱ハレテ居ルジ故二、法人ノ不法行爲ト云ツテモ特別二
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其ノ要件ガ過重サレ叉ハ輕減サレル理由ガナイ。
　故二法人ノ不法行爲ガ成立スル要件トシテー般ノ要件ヨソモ
特別二輕減シ、不法行爲ノ客観的要件（例行爲ノ蓮法性、因果
關係）ダケガ具備サレレ建充分ニシテ主観的要件（故意過失）ノ
如キハ必要ナラズト云フ議論ノ如キハ勿論排斥ス可キデアル。
ナノレ程民法四四條ノ法文上ノ用語ハ、軍二邑理事其他ノ代理人1
ガ職務ヲ執行スルニ付午他入二加ヘタル損害ヲ賠償スノレ責二任
ズル旨ヲ規定スルダケデ、別段明示的5主観的要件ノ存在ヲ必
要トスノレ旨ヲ定メテ居ラナイ。故二軍純ナ文理解繹カラスレバ
法人ノ不法行爲ガ成立スノレ爲メニ主観的要件ガ必要ナラズト解
繹シ得ラレノレカモ知レナイ。然シ同條ハ汎ク法入ノ違法行爲二
關スル責任ヲ総括的二規定シテ居ノレノデアノレカラ、此ノ條文ヲ
基礎トシ進ムデ各種違法行爲二付イテハ夫レ夫レ個々ノ法條二
依リテ必要條件ヲ個別的二定メネ・㊦ナラヌ。軍二主観的要件ノ
存在ガ必要ナル旨ノ規定ガナイト云7ダケノ理由デ溝極論ヲ探
ノレ事ハ淺薄極マル。假二一歩ヲ譲リテ同條ガ法人ノ不法行爲ノ
ミニ關スノン規定ナリトスルモノ同ジ結論ヲ探ラネバナラヌ。蓋
シ立法ハ最モ簡軍ナ形式デ法的規範ヲ表現セムトスルガ故二、
表現ノ形式二於テ常二不完至ナノレヲ菟レナイ。弦二於テ法律論
ガ作用シテ理論上此ノ不備ヲ補充セネバナラナイ。要スルニ用
語ノ有無二依リテ決セムトスノソ事ハ末梢二走ツタ議論デアル。
　　註　我ガ民法四四條ト蜀逸民法三一魔トノ適用範園二就イテハ反野論ノ方
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ガ優勢デアノレ。是等ノ條丈ガ汎ク法人ノ違法行爲二關ス7レ條丈ヂアル｝解
繹スンレ學者二濁i逸ノLヱトルトマン1我ガ國ノ管原博士がア・レ。
　理論上ヵラ見ルモ同様ナ結論5到達スノソ。モシ法入ノ本質ガ
ー個膿タル肚會的有機膿ナリトセバ、其ノ部分タル機關ノ行爲
ハ有機禮ノ機能上當然二法入ノ不法行爲ヲ構成スノソ。故二部分
タノレ不法行爲者二付イテ主観的要件ノ有無ヲ訊ネノレ必要ハアノソ
マイ。然シ吾人ハ法ノ本質ヲ法律上ノ組織禮帥チ濁立ノ存在ヲ
有スル個人ト個人トノ組織的結合膿ヲ基礎資料トシ法律ノ目的
観ノ下二構成セラレタ概念ト見ルノデアノレカラ、組織的生活ノ
ー部ヲ推任スル機關タル個入二完全ナ不法行爲ノ要件ヲ具備セ
ザノレ以上、之ヲ以テ法人ノ不法行爲ナリト噺ズノレ事ハ出來ナイ。
機關タル自然人ノ不法行爲トー般ノ自然入ノ不法行爲トノ問昌
不法行爲タノレ黙二於テ性質上内容上何等ノ相違ヲ認メナイノデ
アノレ。偶々或ル自然入ガ法人ノ機關タノソ地位ヲ占メテ組織禮タ
ノソ法人ノ目的ヲ途行スル爲メニ行動スノソガ故二其ノ爲セル不法
行爲ハ法人ノ不法行爲ヲ構成スノレノデアノレ。部チ有機作用ノ原
理二非ズシテ組織作用ノ療理ヲ通ジテ機關タル自然人ノ不法行
爲ガ法人ノ不法行爲トナルノデアノレ。生理的心理的二観察スル
時ハ當時ノ自然人ノ不法行爲二過ギザノレモ、魁會生活二於テ此
ノ個人ガ組織的ナ團艦ノー部トシテ組織的二作用ノー部ヲ分搭
スノソガ故二其ノ個入ノ不法行爲ガ團膿自膿ノ不法行爲トナル。
故二此ノ個人二付イテ不法行爲ノー般的要件ガ具備セザル可力
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ラザルハ當然ノ論理的結果デアノソ。
　　　註　法人二付イテ擬制論的解繹チ：爲ス者ハ、本問題二付キ何等ノ困難チモ
　　　感ジナイ、蓋ッ法人ノ不法行爲ナシ毛ノハ代理人タル個人自均的ノ不法行
　　　爲上ノ敷果チ法律ノ規定二俵リテ特二本人タか法人二貢澹セγメルニ過ギ
　　　ナイノデア7レカラ、行爲者タル自然人二不法行爲ノー般的要件ガ具備セザ
　　　ァレ可カラザ1レハ云フチ侯タナイo
　叉結果カラ見ルモ、特二法人ノ不法行爲晶付イテノミ客観的
要件ヲ以テ足ルトスルハ、自然人ノ場合ト比較シテ権衡ヲ失ス
ノレ◎
　　　註　匹民法第四四條第一項ハ法人ノ目的ノ範園内二於テ理事；斯也ノ代理人
　　　ガ當然行フベキ職務二關シ其執行上他人二損害チ加＾タァレトキハ法人二於
　　　テ其責二任ズベシトノ規定ニシテ其ノ行爲ノ悪意二出デタ7レト否トチ問ハ
　　　ザアレモノトス1（明治三五年十二月大審院判例）
　以上ト反封二不法行爲ノ主観的要件ヲ加重シ、理事其ノ他ノ
代表機關ヴ特二法人ノ爲メニスル意欲ヲ必要トスノレ！ヤト云フ問
題ガアル。吾人ハ此ノ場合ニモ矢張ソ溝極的ナ見解ヲ支持スル。
即チ機關ヲ構成スル自然人二付イテー般ノ不法行爲ノ成立要件
ガ完成スレバ充分デアノレト解スル。　（英法ノ通読ハ沿極的デア
ノレ）。此ノ場合昌モ矢張り法入ノ本質論二關スル解決ガ必要デア
ル。而シテ其ノ論擦ノ中心黙ハ法入ノ本質ハ法律上ノ構成デア
ノント云フ事二存スル。肚會學的意昧二於ケノレ組織謄説一一帥チ
邑法入ノ本質ハ肚會生活二實在スル組織的團膿デアル1ト云7
議論カラ出登スル時ハ團禮ノ職分ノー部ヲ分澹スル機關二無論
法人ノ爲メニ行動スル事ノ意欲ヲ必要トスノソデアラウ。然シ吾
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人ノ執ル法律學的意昧二於ケル組織禮説一帥チ邑法入ノ本質
ハ杜會生活二實在スル組織的團禮ヲ基礎トシ更二目的観的見地
ノ下二合理化シタ結果デアル1ト云フ議論ヵラスノレ時、機關ガ
特二法人ノ爲メニスノソ事ノ意欲ヲ必要トシナイ。蓋シ法入ノ本
質ガー面二於テ祉會事實性轟立脚スルト共二他面二於テ祉會的
要求ヲ顧慮スル事ヲ認メ得ノレガ故二或ル機關ガ特二法入ノ爲メ
ニスル事ノ意欲ナクシテ爲シタル行爲ト錐、其レヲ法入自膿ノ
行爲トシテ扱フ事ガ肚會生活ノ必要二適合スル様ナ場合ニハ法
入自膿ノ行爲トシテ観察スル事ガ出來ノレ。例ヘノ“或ル代表機關
ガ自己或ヒハ第三者ノ利盆ノ爲メニ外観上適法ナ形式ノ下二其
ノ灌限ヲ飢用スルガ如キ場合デアル。斯クノ如キ不法行爲ハ杜
會的實在論ヲ探ル者ノ眼カラ見ル時、機關自身ノ不法行爲bシ
テノミ存在シ法人自膿ノ不法行爲トシテハ到底考へ得ラレ享所
デアラウ。然シ外観上法人自膿ノ不法行爲トシテ観察サレ得可
キ行爲二依リテ損害ヲ受ケタル相手方ヲ保護スル事ヲ望ム杜會
生活上ノ必要ヲ顧慮スル時、法律上其レヲ法人自膿ノ行爲トシ
テ考ヘル事ガ正當ナル事ヲ知ル、
註　次ノ判例ハ余ノ説ト反封デアアレ。色代表者ガ法人ノ業塗ノ執行トシテ
何等：爲スベキコ｝ノ存セザァレ場合ナ7レニモ拘ハラズ其地位チ濫用シテ軍二
自己叉ハ第三者ノ利盆チ圖〃目的チ以テ檀二爲シタル行爲二因り他人二損
害チ加＾タルトキノ如キハ其ノ行：爲タ’レヤ外齪上ハ法人ノ業務ノ就行ト異
ナヌレコトナシトスかモ全然代表者タか職務執行二關スルモノニ非ザレバ之
チ以テ其職務ノ執行二付キ損害チ加＾タァレモノトジ法人チジテ賠僕ノ責二
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　任ゼシムベキモノニ非ズ（大審院判例法新二〇二〇號一七頁）
不法行爲二依リテ侵害サル可キ第三者帥チ他入トノ・何者ヲ指
スカ。鼓二『他入』トハ法入ト何等ノ團膿的組織關係二立タザ
ノレ者ヲ意味スノソ。次二法入ノ構成分子ト錐、何等團騰關係ヲ雨
提トセザノレ場合ニノ・、第三者トシテ法人二封シプ不法行爲上ノ
請求椹ヲ有スル。前ノ場合ト反封二自然入ガ法人ノー都トシプ
純然タノン團膿法的關係二立ツ時、部チ自然入ガ團膿組織ノー部
トシテ存在シ法入二封シテ何等ノ内部的権利義務ヲ有セザル揚
合ニハ、勿論彼ハ不法行爲ノ客膿タル邑他入1トノ・ナレナイ。蓋
シ此ノ場合ニハ不法行爲ヲ爲ス主膿タル法人自罐ヲ構成スルカ
ラデアル。而シプ事物ノ性質上或ノン人ガ同時二主膿トナリ客膿
トナル事ハ出來ナイ。然シ乍ラ法入ノ構成員ガ圏膿法的關係ヲ
前提トシタル個人法的ナ権利（ト利盆）ヲ有スル場合二、彼ハ法
人ノ不法行爲ノ客膿．タノ唯他入1トナリ得ノγデア』ラウカ。所謂團
艦法的個人法關係二立ツ揚合デァノン。例ヘバ肚團法人ノ杜員ガ
招集機關ノ故意過矢二因り杜員総會ノ招集ヲ爲サザノレ場合㍉
彼ハ肚員灌ノ侵害ヲ理由トシテ會融二封シテ不法行爲二基ヅク
損害賠償ヲ請求シ得ノγモノデアラウカ。機關ガ故意叉過失二因
リテ或祉員ヲ招集セザル事實ガ我々ノ法的観念二照ラシテ不當
ナル事、又斯クノ如キ行爲二因リテ或ノレ肚員ノ個人的権利（ト
利盆）ガ侵害セラレル事實ヲ充分二認識シ得ル。其レト共二此
ノ不法決議ノ無敷、取溝ト云7一般的ナ不正ノ匡正手段ノ外二
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（假令團燈的關係ヲ前提スルト云へ、兎二角不正二個人ノ利盆
ヲ侵害シタノデアノレカラ）被害者二封シテ損害賠償講求権其ノ
他個人的救濟手段ヲ與フル必要ヲ感ズル。然シ残念乍ラ斯ノ如
キ救濟ヲ認ムベキ根蝶ハ我ヅ現行法上全然見出シ得ナイ。
　蓋シ我ガ民法四四條ノ規定ハ、或ル人格者ト他ノ人格者トノ
i封外的法的關係二於テ爲ラ’レル加害行爲ヲ規定シタニ過ギナイ
カラデアノレ。強ヒテ法律的構成ヲ爲サムトセノ㍉民法四四條ノ
規定ヲ類推適用スルト云フ外ハナヵラウ。然シ其レデモ未ダ根
擦ハ薄弱ナルヲ冤レナイ。唯今云7タ如ク人格者封入格者問ノ
封外的ナ個入法的法律關係ト團禮内部ユ於ケル饗内的ナ個人法
的法律關係トハ、性質二於テ多クノ共通性ヲ有スル。其ノ不法
ナ侵害ノ事實が有ヲ、之レヲ救濟スル必要ガ威ぜラレル以上一
刻モ早ク明確ナ立法ヲ希望スル。（同説エルトマン註繹書）
　（2）　第二要件トシテ、不法行爲ガ邑理事其他ノ代理入1昌
依ソテ爲サレル事ヴ必要デアル。故二此庭二不法行爲ノ實行者
タル理事其ノ他ノ代理入ノ意義ヲ研究スル必要ザ生ズル。
　　註　鳩山博士』民法四四、深二所謂し理事其他ノ代理人「ノ意義買法學志林第
　　十九管十號）・ド民法第四四際第一項二理事其他ノ代理人ト構スンレハ法人ノ
　　法定代理人チ指爾スヌレモノニシデ支醍人ノ如キ委任二俵ル代理人チ包含セ
　　ザ1レモノトス（七年五月東控法新一二五號二五頁）
　色理事其他ノ代理入1・・法入二封シチ如何ナル關係二立ツカ。
吾人ハ此ノ『理事』モ亦『代理人』モ法人二勤シテ機關タノン位地ヲ
占メノレモノニシテ代理關係二立タザルモノト解スノレ。其ノ理由
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ハ既二前章昌於テ述ベタ。猶『其池ノ代理入』ノ性質二付イラ後
説シヤウ。
　　註　次ノ鋼決ハ機關タか語チ用ヒテヰ7レ。「民法第四四探二依り法人力其機
　　關ノ爲シタ7レ不法行爲ノ責二任スァレ場合ニハ特別裁到籍二關スか民事訴訟
　　法第二十條ノ適用チ受〃可キモノトス。」東地判大正三年十月法評三ノニ
　　三號
要スルニ法人ノ不法行爲ハ適法行爲ト同様二、（A）理事二依
フテ爲サレル揚合ト（B）其他ノ代理人二依リテ爲サレル場合ノ
ニ種類ガ存在スル。
A　理事　理事ハ適法ノ取締役ヤ代表琶員二相當シ、法人ノ
最高ノ代表機關デアルト共二最大範園ノ代表穫ヲ有スル故二、
彼ガ爲シ得可キ適法行爲ノ範園ハ最モ廣イモノデアリ其レニ件
と不法行爲ノ範園モ最モ廣イ。代表機關タノレ理事ハー入ナル揚
合ト歎人ナル場合ガアノレ。理事ガー人ナル揚合ニハ其ノ者ノ職
務執行トシテ爲ス行爲、不行爲ハ直チニ法人ノ行爲、不行爲ト
ナノシガ故㍉此ノ黙二付キ別段疑問ノ蝕地ガナイ。
理事ガ藪人アル揚合二彼等ハ輩濁二代表権ヲ有スルカ、其レ
》モ共同二代表灌ヲ有スノンカ。共同二代表権ヲ有スル揚合二於
ケル代表権行使ノ方法ハ如何。我ガ民法ハ此ノ織二付キ別段定
メヲ爲シプ居ラナイ。民法五二條二項二魂理事藪人アル場合二
定款叉ハ寄附行爲二別段ノ定メナキトキハ法人ノ事務ハ理事ノ
遇牟歎ヲ以プ決ス1トアノレガ、之レハ封内釣ナ事務庭理二關ス
ノン規定ニシプ封外的代表行爲二鯛レテナイ。吾入ハ我ガ民法ノ
解澤トシプ歎入ノ理事ガ軍濁二代表権ヲ有スルト考ヘル。其ノ
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理由トシテ、螢利的法入二關スル根本的原則ヲ示ス會魁法ハ明
示的二代表機關タノン取締役或ハ代表冠員ガ軍濁二代表権ヲ有ス
ノレ旨ヲ定メテ有ルカラ・（商警さ茜綾亘茜2綾）爾種ノ法調ノ比較上
モ斯クノ如ク解繹ス可キデァル。此ノ揚合二公盆法入ト會祉ト
ヲ匿別ス可キ性質上ノ顯著ナ相違ガ存在シナイ。叉取引ノ簡易
化．或ハ安全ト云7杜會生活上ノ利盆カラ見テモ同様二解繹ス
可キデアノレ。蓋シ法人二封シテ意思表示ヲ爲ス者ハ代表機關ノ
ー員二封シテ爲セバ完奎ナ敷カヲ生ズルガ故二便利デアルシ、
又法入ト取引ヲナメ者ハ常二代表機關ガ完全ナ代表権ヲ有スル
ヤ否ヤニ付イテ疑問ヲ抱ク必要ガナイカラ甚ダ安全ナ鐸デアル
故二理事ガi藪人アル揚合晶モ原則トシテ軍猫二代表権ヲ有スル
ト解繹スベキデアノγ。從テ彼等ガ職務執行上軍濁二爲シタ不法
行爲ハ法人自膿ノ不法行爲ト云ヘルノデアル。但シ法令又ハ定
款ノ趣旨二依リテ有敷二代表灌二制限ヲ加へ得ルノデアルカラ
此ノ範園二於テハ彼等ガ共同二不法行爲ヲ爲シタル揚合ノミ法
人ノ不法行爲トナリ得ル。（善意ノ第三者二封スノレ場合ヲ除ク）
但シ共同的二不法行爲ヲ爲ストハ常二彼等ガ有形的二共同動作
ヲ採ル事ヲ意昧シナイ。揚合二依リテハ彼等ノー員ガ他ノ者二
委任サレテ職務ヲ實行スル事ガアル。亦性質上分割シ得可キ仕
事アノレ場合㍉彼等全膿ノ了解ノ下二職務ヲ分捲シテモ差支ヘ
ナイ。要スルニ共同的二行動・スルトハ有形的二共同・一致シタ動
作ヲ探ノレ事ダケニ限ラザノレ様注意ス可キデアル。從テ是レ等ノ
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各種ノ行爲二付イテ夫レ夫レ別種ノ不法行爲ガ成立スル事ニナ
ノτ／o
斯クノ如ク理事ガ多歎二存在スル揚合ニモ彼等ハ原則トシテ
軍猫二代表椹ヲ有スルモ、法令、定款、肚員総會ノ決議、寄附
行爲二依リテ之ヲ制限シ得ル。而シテ制限ノ方法ヂ共同的二行
使セシメノレ以外二種々ノ内容ノ制限方法ガ存在スル。例ヘバ彼
等ノ或者二代表灌ヲ認メル如キ、或パ理事以外ノ者ト共同シテ
代表権ヲ行使セシメル如シ。
猶理事ノ権限ヲ制限スルニ付イテ、前ノ場合ノ如ク代表椹ノ
行使方法許リデナク代表権ノ範園ヲモ制限スル事ガアノシ。而シ
テ是レハ法人ノ内部關係二於テ有敷デアル許リデナク外部關係
二於テモ有敷デアル（民法五三條五四條）。從テ善意ノ第三者二
翼スル場合ノ例外ヲ除キ、何入二封シテモ此ノ種ノ制限ヲ以テ
封抗シ得ルノデアノレ。故二制限ヲ受ケタノシ範園内二於テノミ法
人自腱ノ不法行爲ガ成立スル事ニナル。但シ前ノ場合ト同様二
善意ノ第三者二封スル例外ハ有ル。
A　巳其ノ他ノ代理人1　次二L其他ノ代理人1トハ何ヲ意味
スルカ。第一二研究ス可キ・・、此ノ邑其他ノ代理人1ト云7用
語ガ、民法総則二於ケル任意代理人ヲ指スカ、或ハ法定代理人
ヲ指スカノ問題デアル。吾入ハ實在説ノ立場カラ何レノ議論ニ
モ賛意ヲ表セズ、寧・之ヲ以テ理事二非ザル法入ノ封外的代表
機關ヲ総樗スルモノト云フ解繹ヲ採用スル。蓋シ法入ハ機關晶
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依ソテ自己固有ノ意、思ヲ決シ自己固有ノ行動ヲ採ルガ故二不法
行爲上ノ責任ヲ負罐スノレノデアル。換言スレバ他人ノ不法行爲
二封シテ責任ヲ負捲スノレニアラズ、自己ノ不法行爲二依リテ責
任ヲ負澹スルノデアル。故二邑其他ノ代理人1ハ理事二非ザル
当｝外的ナ代表機關ヲ意味スノγト解繹セネバナラナイ。法文ノ上
デハ代理人ト云フモ是レ法入ノ代表者ガ法人二封シテ代理入ト
類似スル位置二立ツガ故二過ギ無イ、恰モ濁逸民法第コ六條二
項二於テ、巳理事ハ法定代理人タル位置ヲ有スアト規定シ其ノ性
質ノ如何ヲ學者ノ解繹一一任シタト同ジデアル。
　　註　蜀遙民法第一草案ハ明ラカニ擬制論的見解チ探り、理事其ノ者力“法人
　　二封ジテ代理人タル事チ明定シタ。叉英法二於引、ポロクレ如キハ、等γ
　　クAgentナ1レ言語チ用ヰテ居ルガ、法人ノ場合トー般ノ代理人トノ間二
　　理論上癌別ガ存在スル事チ暗示ジデ居か。
斯クノ如ク法人ノ性質論上カラ見テ、邑其他ノ代理入rノ意義
ヲ（理事ト同様二）封外的代表的機關ト解スルヲ適當トスル許リ
デナク、結果カラ見テモ穏當デアノレ。蓋シ反封論者ノ解スノレ如
ク、民法九九條以下ノ代理人ノ不法行爲二基ヅク責任ヲ法人ガ
負澹スルモノトセノ寧、自然入ノ揚合ト比較シテ甚ダ権衡ヲ失シ
過重ナ責任ヲ負捲セシメノレ事ニナル。自然人ガ代理入ノ不法行
爲二依リテ法律上ノ責任ヲ負捲セザルニ拘ハラズ、何故法入ガ
代理人ノ不法行爲二因ソテ責任ヲ負捲スルカ。法人ハ代理入二
依リテ利盆ヲ受クノレガ故二損失モ亦負櫓セザノレ可カラズト云フ
議論ガアノレガ、自然入ガ本入トナツテモ矢張り代理人二依リテ
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利盆ヲ受ケルノデアル。此ノ織二付イテ何等ノ相違ガナイ。或
ハ代理人ハ通常無資力ナルガ故二・資力ヲ有スル法人二責任ヲ
負澹セシムト云フハ、輩純ナル便宜論二過ギザルム私法ノ根
本原理タル邑人格李等1ノ原則ヲ破壊スノレ。且ツ實際的事情カ
ラ見ルモ、斯クノ如キ過重ナ責任ヲ法入二負罐セシメル必要ハ
有ルマイ。蓋シ是等ノ代理人ノ多クハ實際上雇傭、委任其ノ他
ノ法律關係帥チ民法七一五條二所謂或ル事業ノ爲メ他人ヲ使用
スル法律關係二立ツノデアノγカラ、是等ノ代理人ガ職務執行昌
付イテ不法行爲ヲ爲シ他入二損害ヲ生ぜシメ然カモ之二付イテ
選任監督上ノ過失アル時ハ、同條二依ソテ法入ガ不法行爲上ノ
責任ヲ負フ、故二反封論ノ心配ハ結局杷憂二終ルモノト云フ可
キデアノレ。
然ラバL．其ノ他ノ代理人「二属セシムル者ノ範園如何。抽象
、的二云ヘバ法人ノ組織ノー部ヲ爲ス理事以外ノ代表機關ノ全部
ヲ指ス。濁逸民法三一條二其他法人ノ構成上ナル言葉ガ用ヰラ
レテ居ルガ、是レニ付イテモ種々ノ議論ガ存スル。要スルニ自
分ハ、法人ノ構成上其ノ組織ノー部トナリ封外的二代表行爲ヲ
ナスモノナル以上、悉ク邑其他ノ代理人1中二包括セシメ度イ
或ノレ學者ノ議論ノ如ク（例工・レトマン註繹書）限定的二定款其他
之二準ズベキ書類二依リテ其ノ存在ガ認メラレル事ヲ必要トハ
シナイ。法人ノ法的構成上其ノ代表機關タノレ地位ヲ占メテ居ノレ
カ否カガ解決ノ鍵デアノγ。但シ本問題ノ解決ハ蹄釜ノ上二重大
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ナ影響ヲ與ヘル様ニハ思ハレナイ。蓋シ筍シクモ法人ノ封外的
代表機關デアノレ以上、何等カノ方法二於テ定欺二其ノ存在ガ推
知シ得ラルノレ事ガ通常デアルガ故デアル。
法律上法入ガ機關二依リテ意欲シ行動スル事ガ顯然タル事實
ヂアル以上、法入ノ法的構成上ノ意思ヲ：實行スル機關ハ悉ク色其
他ノ代理人1中二包括ス可キデアノレ。定敷ノ記載ノ有無二依リ
テ決セラル可キ問題デハ無イ。斯クテハ機關ノ範園ガ漢然トナ
ノシト云7様ナ非難ヤ、或ハ法治政策上自然入二比シテ過酷ナ結
果ガ生ズル恐レガ有ルト云フ様ナ非難ハ、法入ト云フ組織膿ノ
本質二封スル明確ナ理解ヲ敏ク事二起因スル。法律上法人ト云
フ組織膿ノ機關ヲ構成シ乍ラ色其他ノ代理人署ノ中二包括セラ
レナイ事コソ却ツテ不當ナ結果ヲ生ジ法治政策二戻ルト思フ。
具膿的二色其他ノ代理入1ノ中二薮フ可キモノトシテ理事二
代ル可キ假理事（民法五六條）特別代理入（民法五七條）溝算法人
ノ清算人等ヲ歎ヘル事ガ出1來ル。但シ民法五六條ノ代理入二就
イテハ議論が存シ得ルガ、矢張り是レモ邑其他ノ代理人可中二
歎フ可キモノト信ズノレ。蓋シ理事二依ソテ特定行爲ノ代理ヲ委
任サレタノシ者ハ、一時的デアリ且ツ特定ノ行爲二付イテデハ有
ノシガ理事二代り法人ノ機關トシテ行動スルカラデアノレ。特定ノ
行爲ヲ委任スル理事・・法人ノ名二於テ法人ノ爲メニ委任スルノ
デアツテ、個人タル理事ト他ノ入格者トノ問二於ケル純然タル
個人法的ナ法律關係二非ズト信ズノソ。
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第三二藪フ可キ要件トシテ、其ノ不法行爲ハ理事其ノ他ノ代
表機關ノ職務執行二付キ爲サレタノソ事ヲ要スノン。（A）色職務ノ
執行1ト（B遮付イテ1トノニ黒占ヨリ説明シヤク。
　（A）職務トハ何ゾヤ　是レヲ汎ク定義スレノヘ法人ノ法的
構成上或ル特定ノ執行機關二委託セラレタノソ代表的行爲事項ト
五ヘノレo
　（1）職務ガ法入ヲ代表スル行爲デアル以上如何ナノン種類ノ行
爲デアツテモ差シ支ヘナイ。法律行爲二限ラズ法律行爲二準ズ
ノン法的行爲デァツテモ又輩純ナル事實行爲ト錐可ナリ。是レハ
邑理事其ノ他ノ代理人アガ法人ノ代理人二非ズシテ代表機關タ
ノレ事ヨリ生ズル結論デアル。代理人ト云フ文字二制限サレテ、
職務ノ範園ヲ法律行爲ダケニ限ラウトスル議論ノ如キハ、自然
人ノ不法行爲ト比較シテ権衡ヲ失スル。
　（2）職務ガ濁立性ヲ有セザル可カラザノレヤ。換言スレバ機關
ノ職務執行自謄ガ猫立シテ完全二法的敷果ヲ生ズルカ又ハ然ラ
ズシテ他ノ法的事實ノ存在ト相侯テ法的敷果ヲ生ジ得ベキ場合
ブ匿別スベキカ。吾人ハ法律上其ノ職務ガ濁立性ヲ有スルト否
トニ拘ハラズ、萄シクモ代表機關ノ職務ナノソ以上民法四四條二
所謂職務ノ中二藪フ可キモノト信ズノレ。
　（3）其ノ職務ノ・法人二關スル法的構成上理事其ノ他ノ代表機
關二属スノソモノタノレ事ヲ要スル。即チ其ノ職務ハ代表機關ガ委
託サレタノン行爲ノ範園デアラネバナラヌ。
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叉其ノ職務ハ假令理事其ノ他ノ代表機關ノ行爲デアツテモ、
法人ノ法的構成上是レニ属ス可キ行爲二非ザル時ハ四四條ノ職
務二属スノレ行爲ト云フ事ガ出來ナイ。而シテ理事其ノ他ノ代表
機關ガ爲ス所ノ不法行爲自騰ガ此ノ代表機關二属スル事二非ズ
シテ、關聯シテ爲サル可キ職務ガ代表機關二属シテ居レバヨイ
（4）理事其ノ他ノ代表機關ガ椹限外ノ行爲ヲ爲ス場合二、絶
封的二民法四四條二於ケル職務執行ハ存在シナイデアラウヵ。
定款、寄附行爲、批員総會ノ決議二依ツテ封外的ニモ有敷二権
限ガ制限セラレノレニモ拘ハラズ理事ガ椹限ヲ超過スノシ行爲ヲ爲
ス時・亦理事以外ノ代表機關ガ委託サレタル灌限ヲ超越スル行
爲ヲ爲ス時二本問題ハ生ジ得ノン。勿論原則トシテ権限外ノ行爲
ハ職務執行二非ザル事ハ議論ヲ侯タヌ程明自ナ事柄デアノレガ、
権限外ノ行爲デモ権限内ノ行爲ト客観的二密接ナ聯絡ヲ有シ第
三者ガ権限内ノ行爲ト信ズ可キ正當ノ事由ガ有ル時ニノ・、民法
百十條ノ精紳二鑑ミ民法四四條ノ権限内ノ職務執行トシテ扱7
可キモノデアルト信ズル。蓋シ法的概念トシテハ代理人ト機關
トノ問二非常ナ法律．上ノ相違ガ存スルガ、肚會事實的基礎ヲ観
察スノン時或ル自然人ガ他ノ者ノ爲メニ作用スル織二於テ共通的
性質ヲ有スノγ事ヲ知ルカラデアノソ。此ノ事情ヨリシテ民法百十
條ノ精紳二鑑ミ假令権限外ノ行爲ト雛第三者ガ権限有リト信ズ
可キ正當ノ事由ガアル時ニハ、民法四四條二所謂職務執行トシ
テ扱フ可キデアル。故二此ノ範園二於テモ職務執行二付イテ爲
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サル可キ不法行爲ガ存在スル事ニナノy。
　　註　或7レ事項力取締役ノ職務ノ範園二驕ス1レカ否カハ該事項ノー般的性質
　　二着眼シFテ剣定スベキモノニ係り而カモ取締役力“會祉ノ株券チ傭造調’製嚢
　　行スル事ハ素ヨリ該事務ノー般的性質トソテ取締役當然ノ職務執行二屡ス
　　ァンモノナレバ特定株券：、儒3萱株券ノ調製が會社ノ爲メま菌當ナル耳哉務執行昌
　　非ザアレトキト錐モ猶艮法四四條所謂職務執行轟外ナラズ（東地大正三年十・
　　一。月法評三ノニ三號）
　（：B）　職務執行二邑付イテ1ノ憲義　此ノ用語ノ・民法七一五
條ニモ存シ極メテ廣義昌モ叉極メテ狡義ニテ解繹シ得ノシ。狡義
ナ解繹トシ入法人ノ目的ヲ達スル爲メニ直接必要ナノソ行爲二
限ル議論ガアル。然シ是レハ不當二不法行爲ノ範園ヲ制限スル
結果トナノγ。法律ガ法人ノ存在ヲ認メ是レニ行動ノ自由ヲ許ス
以上、斯クノ如キ解繹ハ飴り狡キニ過ギノン。然シ乍ラ職務ト全
ク無關係二唯偶然的晶執行二際シテ存スルニ過ギザノレー切ノ不
法行爲ヲ凡テ包括セムトスルモ亦廣キニ過ギル。
　故二吾人ハ法人ノ目的ト不法行爲トノ關係ヲ客観的二観察シ
其ノ行爲ヲ以テ法人ノ目的ヲ達成セムトスノン状況ヲ認メ得可キ
揚合ニハ、民法四四條二所謂色二付イ到關係アリト云フノデ
アノン。故二客観的二観察シテ目的ヲ達成セムトスノレ事情ヲ認メ
得レバ充分ニシプ、内部的二観察スル時行爲者ノ意思ガ反封ナ
リトスルモ差支ヘガナイ。叉實行サレタ行爲ガ目的ヲ達成スル
爲メニ有用デアルカ叉ハ適切デアルカモ問題トナラナイ。要ス
ノレニ法入ノ目的ヲ達成スル爲メノ手段トナル歌況二在レバ可ナ
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リデアノレ。
　　　註下ノモノハし二付イテ「ノ意義二關スァレ勢例ヂアヌレ。土地牧用法二定
　　　メタル協議二因アレ土地ノ譲渡ハ當事者双方ノ自由意志二基ズクガ故二其協
　　　議ノ際起業者タ7レ法人代理人力事實チ隠蔽シ相手方（穣用者）チシ子淺地二
　　　娯害ナシトシテ協議二鷹ゼジメタル以上起業者ハ民法四四際二因リ相手方
　　　二生ズベキ損害チ賠償スベキ義務ア膨ハ當然ナリトス。（東控大正五年法評
　　　五ノニ四二）
　　　　組合ノ理事者ガ會計主任ノ横領二關シテ告訴チ爲スベキ旨ノ議決チ組合
　　　月郵紙上二揚載ジテ組合員其他二碩布シタル行爲ハ事實ノ有無二拘ハラズ
　　　其ノ性質人ノ名墾叉ハ信用チ襲損スベキ程度ノモノニシテ其ノ揚載中定欺
　　　ノ規定二準篠シ組合ノ議決チ組合員二通知ス7レ方法トシテ爲サレタノレトキ
　　　ハ組合ノ理事者ガ其ノ職務チ行7二付キ他人ノ名警及ビ信用チ製損ス7レニ
　　　至リタァレモノナレバ重要物産同業組合法二依り私法人タァレ組合ハ民法四四
　　　條第一項二基キ其ノ責二任スベキモノトス（東地大正五年法評五ノ菊1）銀
　　　行ノ取締役ガ銀行ノ債櫻チ實行スか爲債椹者二封ジテ裁判上ノ諸求チ：爲ス
　　　コトハ其ノ職務ノ範園二属ス7レチ以テ民事裁列上債務者ノ暴ゲタ7レ反謹チ
　　　打破スヌン目的テ以テ刑事ノ告訴チ爲スガ如キハ民法第四四條第一項ノ勝
　　　謂法人ノ代理人ガ共職務チ行フニ付キ爲ス行爲二屡ス（大審鋼大正元年一
　　　月）
　　　　民法第七一・五條ノ規定ニヨリ使用者ノ責二蹄スベキモノハ被用者ガ使用
　　　者ノ事業執行二付キ他人二加ヘタル損害二限ラ7ンベキモノトス、法人ハ理
　　　事其他ノ代理人ガ其職務チ行フニ付キ他人二加ヘタル損害チ賠贋ス7レ責二
　　　任スベク而γテ其所謂職務チ行アニ付キ他人二加＾タ1ン損害トハ翼職務執
　　　行二關シ故意叉ハ過失ニヨリテ他人ノ椹利チ侵害シ因ツテ損害テ生ゼジメ
　　　ル事チ指欝ス（明治四四年廣島控法新766號20頁）
　　　　株式會祉ノ取締役ガ傭造株券ヲ肇行シタル場合ハ其ノ職務執行二關シテ
　　　不法行爲チ爲シタ7レモノト云フ可ク之レニョリテ他人二損害チ加ヘタァレ以
　　　上ノ・其ノ職務執行上二付キ他人二損害チ加く・タ1レモノト謂フニ妨ゲナク從
　　　ソテ斯ル揚合ニハ株式會証ハ商法第百七十條第二項第六三條第二項二依り
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テ取締役ガ儒造婁行シタヌレ株券二因り損害チ蒙ムリタル第笠者二封シテ其
ノ直接登行チ受ヶタル毛ノト否トチ問ハズ賠償ス可キ責任アリ（東控大正
四年七月法新10襲號）。
第三餓　論
　猶絵論トシテ、祉團法入ハ冠員総會ノ決議二依ソテ不法行爲
ヲ爲シ得ルヤト云フ問題ガ有ル。帥チ融員総會二於テ多藪ノ出
席者二故意過失有ヲテ公序良俗二反スル決議ヲ爲シ、依リテ第
三者ノ椹利ヲ侵害シ損害ヲ生ぜシメタノレ場合二法人自膿ノ不法
行爲ガ成立スルヤト云7ノデアル。
此ノ問題二付イテ、大多数ノ學者ハ消極的見解ヲ探ル。蓋シ
魁員総會ノ・法人ノ封内的意、思決定機關ニシテ其ノ決議ハ法入ノ
内部機關ノ封内的行爲二過ギズト云ヌノデアル。而シテ此ノ見
解二甥シ極メテ小数デハ有ルガ積極論ヲ探ル學者ガアル。例ヘ
バLエルトマン〕Lノワテル1ノ如シ。彼等ハ杜員総會ノ決議ト
難、封外的ナ行爲ヲ爲シ得ルガ故二此ノ範園内二於テハ街ホ法
入ノ不法行爲ガ成立スノレト論ズル。
吾入・・瀧員総會ノ決議二依リテ封外的ナ行爲ガ成立ジ得ルヤ
否ヤノ問題ノ研究ハ他日二譲り、〒封内的機關タル肚員総會ノ勤
内的行爲ノ儘デ法入ノ不法行爲ガ成立スノレヤ否ヤニ付イテ研究
シ度イ。
此ノ問題ヲ解決スル前提トシテ、矢張り法人ノ祉會事實的特
性ヲ硯究セネバナラヌ。此ノ織二着目スル時本問題二封スル意
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思決定行爲ト云フモノノ．自然人ト法人トノ問二非常ナ相蓮ガ
存スル。
法的概念ノ問題ハ暫ク置キ其ノ概念ノ事實的基礎ヲ観察スル
時、自然入ノ内的生活ト法人ノ内的生活トノ問晶非常ナ相違ガ
存在スノレ事ヲ知ル。帥チ前者ハ純然タル個人心理現象デアツテ
其ノ精紳作用ヲ外部カラ具膿的二認識スル事ハ不可能デアノレ。
然ノレニ法人ノ基礎ヲ爲ス組織的團禮生活ノ内的生活ハー種ノ祉
會現象デアノレ。多藪ノ自然人ガ相集マリテ有形的ナ行動ヲスル
事二依ソテ其ノ意思ガ決定セランル。故二等シク内的生活ト云
フモノハ、一面カラ見レバ法人ノ内的生活・’、自然入ノ外的生
活二依リテ構成セラレル外面的事實デアル。其ノ精紳作用ハ外
部カラ有形的二認識シ得可キ事實デアル。又外部二饗シテ有形
的二作用ヲ及ボシ得可キ事實デアノレ。法律二依ヲテ確實二規律
シ得可キ性質ノ杜會現象デア／グト共二是非トモ規律スル事ヲ要
スル枇會現象デアル。抽象的ナ法的概念カラ離レ此ノ事實的特
性二着興スル時、総會ノ決議ハ法入ノ内部的事實二過ギズト云
フ理由ノ下二不法行爲ノ成立ヲ否定スル事ハ不穣當ナルヲ知ル
デァラウ。蓋シー面ヵラ観察スレバ薩員総會ノ決議ハ立涙ナ融
會的事實デアノレ。外部二鍔シテ有形的二作用ヲ及ボスト共二外
部カラ有形的二作用ヲ受ケ得可キ事實デアル。法律ガ規律シ得
ルト共二規律スル事ヲ要スル杜會的事實デアノレ。故昌此ノ決議
ニシテ公序良俗二反シ他入ノ梅利ヲ侵害シ損害ヲ生ジ然カモ墾
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加シタ大多藪ノ者二餐責アル場合ニハ、充分二法入ノ不法行爲
ガ成立スル蝕地ガアルト信ズル。
但シ法律上ノ根擦5付イテハ難霜ガアル。勿論民法四四條ヲ
以テ直接ノ根篠トスル事ハ出來無イ。蓋シ同條ハ法人ノ封外的
代表機關二依ル不法行爲ノ規定ナルガ故デ有ノシ。然シ肚員総會
ノ決議モ封外的二作用スル鮎二於テ同條ヲ類推適用スルトデモ
云フ外ノ・ナイ。此ノ鮎二付キー刻モ早ク立法ノ與ヘラレル事ヲ
希望スル。
　　註Lギーか列ハ法人ノ不法行爲昌付キ個人法關係二於ケ・レ不法行爲ト團
　　龍法關係二於ケか不法行爲ノニ種類チ認メ、叉不法行爲者トシテ理事ノ外
　　二問接的代表機關及ビ瀧員総會チ認メタ7レガ故二、當然二本問二付キ積極
　　論チ探り得アレ。
第五章　不法行爲ノ範園
法人ノ不法行爲二關聯シテ、不法行爲ノ範園二關スル問題ガ
アル。沿革的二観察スルニ、或ル時代ニハ法人ノ不法行爲ノ限
界ヲ無親シテ無限二認メタ事モアルシ、或ル時代ニハ不法行爲
ノ範園ノ存在ヲ絶封的二否定シタ事モアノレ。然シ何レモ極端二
矢スル。法入二固有ナル不法行爲能カヲ認メル以上、不法行爲
ノ範園ヲ全然否定シ得ナイシ、法人ノ本質ハ軍純ナル肚會的實
在二非ズシテ是レヲ基礎トスル法律的組織膿ナリト見ノレ以上、
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無制限二不法行爲ノ範園ヲ渡メノレ課ニハ行カヌ。
　然ラバ法入ノ不法行爲ノ限界ハ如何ナル黙二求ム可キカ。一一
般的二云ヘバ法．ヘノ不法行爲ノ範園・・適法行爲ノ範園二相懸ス
ル。自然入ハ法律生活二於テ月常生活ト同様二別段限定サレタ
ル存在ノ目的ナク、種々ノ目的ヲ達セムガ爲メニ種々ノ生活活
動ヲ醤ミ得ノレノデアノン。然ノレニ法入ノ・法律上存在シ得ル目的ガ
限定サレ此ノ目的ヲ達成セムガ爲メニ権利能力及ゼ行爲能力ガ
認メラレノレニ過ギナイ。故二享有或ヒハ負罐シ得可キ椹利義務
ノ範園又・・可能ナル行爲ノ範園ハ自然二限定サレノレ、從テ不法
行爲ノ範園モ此ノ關係二準ズル鐸ニナル。蓋シ法人ノ不法行爲
ナルモノハ此ノ目的ヲ追求スル爲メニ執ル手段ガ偶々違法性ヲ
有スルガ故二生ズルヵラデァノレ。一定ノ與ヘラレタ範園二於テ
行動ノ自由ヲ有スル法人ガ、自由ナル決意二基ヅキ適法ナノレ手
段ヲ棄テ違法ナル手段ヲ探ツタガ故二法人ノ不法行爲ヅ生ズル
ノデアル。是レ等ノ事情ヲ顧慮スル時、行爲能力ノ範園ト不法
行爲能力ノ範園ガ鍔慮スル事ハ必然的ナ結果デアルト云ハネバ
ナラヌ。而シテ吾入ハ法人ハ行爲能力二就イテハ極メプ廣イ解
羅ヲ採り、法人ノ目的ヲ達スル爲メニ必要ナノレ行爲許ソデナク
目的ヲ達スル爲メニ有盆若シク・’相當ナノレ行爲ヲモ包括スルガ
故二不法行爲ノ範園モ自ヅヵラ廣ク決定セラレル謬ニナル。
註　法人ガ法往上存：在シ得・レ實質上ノ基礎ハ、其ノ法人ガ達セムトス7ン目
的ノ中二見出シ得7レ。而シテ此ノ百的チ成就ス・レ手段トシテ、法律ハ峨利
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能力、行爲能力、不法行爲能カテ賦與シタノデア7レ。斯クノ如グ各種ノ能
カハ共通，ノ目的ノ爲メニ存在スゥモノデアルむラ、是レ等ノ筑圏二共通，」性
ガ存スル事モ必然ノ結果ト云ハネバナラヌ。
以上ハ抽象的二法入ノ不法行爲ノ範園ヲ述一ミタノデアルガ・
具膿的二之ヲ定メノレ事ハ至難デアル。蓋シ法人・・特定ノ目的ノ
爲メニ存在スルノデアノレカラ、各種ノ法人二就キ夫レ夫レ之ヲ
規律スル法令二依リテ解繹セネバナラヌ。從ツテ本章二於テハ
抽象的二云ツテ置ク外二方法ガナイノデァル。
　　詮　民法第四四條第一項ハ理事其他ノ代理人ガ其ノ職務行爲自艘二依り他
　　人二損害チ加＾タァレトキハ法人二於テ之ガ責二任ストノ謂二外ナラザPレモ
　　ノトス。村會ノ議決チ終ベキ事項二付キ村長ノ議決無グジテ嬬スハ職務ノ
　　執行二非ザルチ以テ村二責任ナシ（大審院判例大正入年十月）
　　第六章　不法行爲ノ致果
第一・総設一第二　自説一第三　余論
第一総　説
前五章二於テ法入ノ不法行爲論ノ沿革根擦要件等二付イテ論
蓮シテ來タノデアノンガ・最後二法入ノ不法行爲ノ敷果ヲ説明セ
ネバナラヌ。而シテ此ノ不法行爲二基ヅク敷果ハ、法入自己ノ
意思二依リテ自己ガ不法行爲ヲ行フ法入ノ實在的性質カラ論理
上當然二來ル結論ニシテ、軍純ナル便宜論、政策論ノ立場力
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ラ附セラレノレ敷果二非ザノレ事ヲ注意ス可キデアル。然シ乍ラ全
然性質上當然ナル不法行爲ノ結果ダケヲ附シタモノデ・・無ク、
他方二於テ法律ノ目的観上二立チテ性質上法入自膿ノ行爲ト観
察シ得ラレザ～シ行爲ヲモ法人自膿ノ不法行爲トシテ扱フノデア
ル。例ヘバ理事一個人ノ利盆ヲ圖り爲シタル不法行爲ト錐、客
観的二観察スル時法人自膿ノ行爲トシテ認メ得可キ時ハ法人ノ
不法行爲ガ成立スル類デアル。要スルニ法人ノ性質ガ融會事實
ヲ基礎トシ目的観的見地ノ下二構成サレタル組織膿ナリト云フ
性質論二相鷹スルノデァ匹・。
法人ノ不法行爲ノ敷果トシテ、法入ガー般ノ不法行爲二基ヅ
ク責任（損害賠償其他）ヲ負搬スノレハ解繹上當然ニシテ殊更説明
スノレ必要モナイ。唯問題トナルノハ實際二於テ不法行爲ヲ爲シ
タル當時ノ代表機關ノ個人的責任ノ問題デアル。帥チ法人ノ不
法行爲上ノ責任以外二代表行爲ヲ爲シタル代表機關ハ個人的ユ
責任ヲ負捲スルヤト云フ問題デアル。又代表機關ヴ個人トシテ
責任ヲ負澹スルトセバ法人ノ責任トノ關係如何ト云7如キ諸問
題ヲ解決セネバナラヌ。
本問題ヲ解決スルニ當り、法人ノ本質二付イテ擬制論ヲ採ノレ
者ハ理論上積極的ナ結論ヲ下サザルヲ得無イ。蓋シ邑理事其他
ノ代理入1ハ法人二封シテ代理關係二立ツ者デアルカラ・法入
ハ唯是等ノ者ノ不法行爲二基ヅク責任ヲ法治政策上負捲セシメ
ラレノレニ過ギナイ。
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從ッテ實際上ノ不法行爲者タノレ邑理事其他ノ代理人1モ理論上
當然二不法行爲上ノ責任ヲ負推セネバナラヌ。此ノ説ト正反饗
二法入ノ性質二付イテ徹底的ナ實在読ヲ探ノレ者ハ、勢ヒ消極的
ナ結論ヲ下サザルヲ得ナイ。蓋シ法入ノ邑理事其他ノ代理入㍗・
法入ノ機關タル地位ヲ取得スルト共二其ノ個入的入格ヲ没却シ
法入二封シテ團膿ト云7一個膿ノー・分子タノレ地位二置カレルカ
ラ、其ノ分子ノ不法行爲2・性質上當然二全禮ノ不法行爲トナノレ
ガ故デアノン。
　　註　同説鳩山博士。爾ホ穗積博士ハ實在説チ採7レ晧ハ常二個人的責任チ認
　　ム可カラズ、擬制設チ探アレ時ニノミ理事其ノ他ノ者ノ個人的責任チ認メ得
　　可シト云フ解暉チ探ラ1ン。干野學士ハ此ノ設ト正反響二解ス7レ部チ擬制設
　　チ探’レ時ニハ責任ハ何ソカー方ニノミ錨著ス可グ、實在説チ採アレ時ハ双方
　　二責任チ認メ得可ジ1・云フノデアル（前掲著書）
　本問題二就イテ判例ノ・、別段法人ノ性質論二付イテ言及スノy
所ナク、唯法文ノ解繹上積極論ヲ採ルニ過ギ無イ。帥チ色民法
第四十四條第一項ハ株式會祉ト其ノ理事ガ職務ヲ行フニ付キ損
害ヲ加ヘタル被害者ノ法律關係ヲ規定セルニ過ギズシテ不法行
爲ヲ爲シタル理事ト其ノ被害者トノ法律闘係ヲ規定シタルモノ
ニ非ズ1（翌曽三実義黄蕊）又ユ理事ト被害者トノ法律關係二至リテ
ハ不法行爲ノー般原則ノ除外例トナスベキ理由ナキヲ以テー般
ノ原則ナル民法七百九條二則り理事ハ被害者二封シテ賠償ノ責
二任ズベキモノトス1ト云ツテ居ル。
　第二自　論
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雨二述ベタ如ク法入ナル概念ハ祉會的事實ヲ基礎資料トシ目
的観的見地ノ下二構成サレタル法的組織膿デアル。故二法入ハ
團艦ト云7一種ノ批會現象ヲ基礎トスノレ法的概念デアルガ、此
ノ事實ハ必ズシモ不法行爲ヲ爲シタル當時ノ代表機關ノ個人的
責任ヲ排斥スノ嘱睾デノ・ナイ。蓋シ既二第三章デ蓮一ミタ如ク祉會
的事實トシテノ團鰺ノ本質ヲ観察スル時、各個入ヴ自己ノ全人
格ヲ拠棄シ團膿ノ中二没入スル事ユ依リテ團艦的存在ガ保タレ
ノレ謬デハナク、濁立ノ入格ノ所有者タノレ個人ガ紐織的二集團ヲ
構成スル事二依リテ其ノ存在ガ保タレルノデアル。帥チ杜會現
象トシテノ園膿ノ本質ハ有機的結合髄二非ズシテ組織酌結合騰
デアルガ故二、機關トシテ法入ノ組織的活動ノー職分ヲ分澹シ
タノレ個人ガ職務執行二付イテ爲シタル不法行爲上ノ責任ヲ彼二
封シテモ負搭セシメノレ事ノ・事理上営然ノ結果ナリト云ハネバナ
ラヌ。祉會現象トシテ観察スノレ時、一面二於テ機關ノ爲ス不法
行爲デアルガ他面二於テ彼自身ノ個人的不法行爲デアノレ。法人
ハ全膿ニシテ機關バ部分二過ギズト云フ如キ概念ノ形式二囚ハ
レ、其ノ概念ノ根本二存スル融會的事實ヲ看過スル時二2・奇怪
極マル形式論理的結論二照イル事ヲ畳悟セネバナラヌ。斯クノ
如ク醤外的關係二於テ機關タル個人ハ法人ト相虹ムデ不法行爲
二基ヅク民事責任ヲ負罐スル。而シテ権利者ハ債梅ヲ満足スル
迄爾者ノ中ノ何レニ封シテモ自由二債権ヲ行使シ得ノンノデア
ノレ。然ラバ不法行爲二基ヅク債檬者二封シテ爾者ハ如何ナル關
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係二立ツデアラウカ。爾者ハ被害者二封シテ内容、目的・原因
ヲ同ジウスノレ債務ヲ負罐スル織二於テ連帯債務二類似スル。然
シ封内關係二於テ何等ノ負携部分ガ無イ黙二於テ純然タノレ蓮帯
債務デ～・無イ。然カモ其ノ上、法的概念トシテハ（肚會現象ト
シテハ別問題）飽ク迄法入自膿ト其ノー部タル機關ガ個人トシ
テ責任ヲ負捲スル關係二立ツ事ヲ注意シテ置カネバナラヌ。故
二吾人・・此ノ法的駅態ヲ目シテ、個人法上ノ不眞正蓮帯債務二
類似スルー種ノ團膿法上ノ法律關係デアルト解スル。
　　註　蓮帯債務ト不眞正ノ蓮帯債務トチ匿別スル標準二付イテ種々ノ議論ガ
　　ア・レ。廣務ノ成立原因、内容目的ノ同一性及ビ員携部分ノ有爲ノ如キ類デ
　　ア1レ。然ジ余ハ爾者ノ標準チ上蓮ノ如〃解シタ。此ノ關係ハ民法七一九隆
　　ノ規定ス1レ共同不法行爲チ以テ律スァレ鐸ニハ行カナイ。蓋シ同條ハ多敷ノ
　　人格者ガ共1司シ’テ不法行爲チ實行スル場合二關スル規定デアルo然ルニ前
　　ノ場合ハ不法行爲ノ實行行：爲自禮ハ機關二依サテ爲サソタニ過ギズヲテ法
　　人ト機關ノ共同行爲デハ無イカラヂア7レ。
　斯クノ如ク理事其ノ他ノ機關ト法人トハ、封外的關係二於テ
債権者二封シテ同一内容ノ債務ヲ負罐スルノデアノレガ、勤内的
關係二於テハ如何ナル關係二立ツデアラウカ。一般ノ連帯債務
ノ如ク爾者ノ問二負握部分ガ存在スノレト解繹シ得可キ根擁グナ
イ。寧・吾．1＼ハ法、ヘハ理事其ノ他ノ機關二封シテー種ノ賠償講
求権ヲ有スノレト解スルノデアル。然ラバ如何ナノレ理由二依リテ
法人ハ理事二翼シテ其ノ不法行爲ヲ理由トシテ賠償請求権ヲ有
スルカ。吾入ハ其ノ理論的根篠ヲ法人ト理事トノ問二有スル法
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律關係ノ本質二求メネバナラヌ。
吾入ハ法人ガ或ル入格者ヲ理事二任命スル事二依リテ、法人
ト理事トノ問二一一ら種ノ委任契約二類似スル法律關係ガ套生スル
ト考ヘル。然カモー般ノ委任關係ト比較シテー層人格的信任關
係ガ密接ニシテ、丁度行政法上ノ官吏關係、中世封建法上ノ主
從關係ニモ比ス可キ忠勤義務ヲ内容トスル法的要素ガ存在スル
ト考ヘル。蓋シ或ル人格者ザ法人ノ理事二任命セラレル事二依
リテ彼ハ法人ノ最モ重要ナルー部トナリ全責任ヲ双肩二荷ヒ其
職務ヲ途行ス可キ地位二置カルルカラデアノン。理事以外ノ代表
機關二付イテモ同断デアル。矢張り彼ハ全責任ヲ負捲シ最善ノ
努力ヲ傾倒シ、法人ノ爲メニ意思ヲ決定シ之ヲ實行ス可キデア
ノレ。唯理事ノ場合二比シテ人格的信任關係ノ程度ガ稽稀薄ナリ
ト云7二過ギ無イ。斯クノ如キ法人封理事ノ法律關係ノ根本的
特質ヲ考ヘル時、法人ト理事其他代理人トノ問二委任關係二類
似スル、否其レ以上ノ入格的結合關係ヲ要素トスノレ團膿的法律
關係ガ存在スル事ヲ認識シ得ルノデアノレ。商法一六四條二項二
於テ會杜ト取締役トノ關係ハ委任二關スノレ規定ユ從7旨ノ條文
ガアルガ、是レハ當然ノ事理ヲ示シタモノデ然カモ措麟ジ猶不
足ノ憾ミガアノレ、故二理事其ノ他ノ代表機關ト法人トノ法律關
係ハ、常二條文ノ有無二拘ハラズ前述ノ如ク解繹ス可キデアル
從ツテ理事、其ノ他ノ代表機關ハ善良ナル管理者ノ注意ヲ以テ
職務執行ノ任二當ノレ可キ義務ガ生ズノレ。而シテ不法行爲ノ如キ
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此ノ義務二違反スル行爲ヲ爲ス事二依リテ法入二損失ヲ生ぜシ
メタル場合ニハ法人二封シテ債務不履行二基ヅク賠償義務ガ生
ズル事ニナノレ。是レ法人ガ自ラ負捲シタ損害ノ賠償ヲ理事二封
シテ要求シ得ル所以デアノレ。
第三盤　論
最後二法人ノ不法行爲ト密接ナ關係ヲ有スル條文二付イテ簡
箪二説明シテ置キ度イ。
第一二民法四四條第二項トノ關係ハ如何。民法四四條第二項
ハ理事其ノ他ノ代理人ガ法入ノ目的ノ範園内二在ラザノレ行爲二
依リテ他人二損害ヲ加ヘタ場合二關スル規定デアル。法人ガ存
立スノレ目的ノ範園外ノ事項ノ爲メ行・・レタ行爲デアルガ故㍉
法人自身ノ不法行爲二非ズシテ理事其ノ他ノ代理入ガ個入的二
爲シタ不法行爲デアル。此ノ黙二於テ法入自禮ノ不法行爲二關
スノン第一項ノ規定ト相違スル。
法人自膿ノ不法行爲ト其ノ代表機關ノ個人的不法行爲トブ匿
別スル標準タノレ邑目的ノ範園1ト・・何ヲ意昧スルノデアルカ。
法律上不法ナ事項ヲ目的トスル法人ノ存在ハ認メル事ハ出來ナ
イガ、適法ナ目的ヲ達成スノレ爲メノ手段トシテ代表機關ガ不法
行爲ヲ爲ス事ハ有り得可キデアル。故二目的ノ範園内ノ行爲ト
云フ事モ適法ナノレ目的ヲ達成スル爲メノ手段タル行爲トシテ認
メ得可キヤ否ヤニ存スルノデアノレ。而シテ法人ノ目的ヲ達成ス
可キ手段タノレ行爲ノ範團ハ出來得ノレダケ廣義二解繹セネバナラ
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ナイ。帥チ法人ノ目的ト或ノレ行爲トガ矛盾セザル限リハ有盆デ
無クトモ此ノ中二包括ス可キデアル。是レハ現今私法生活ノ根
本原理ハ私法的自治ヲ本則トシ、法入二封シテモ性質ノ許ス限
り此ノ原則ヲ適用セムトスノレ爲メデアノレ。叉目的ノ範園内ノ行
爲ナリヤ否ヤ匪別スル標準換言セバ或ル行爲ガ法人ノ目的ヲ達
成ス可キ手段トシテ認メ得可キヤ否ヤヲ匠別スル標準ハ客観的
標準ニシテ主観的標準デハナイ。是レ・・法入ト云ア法的概念ガ
ー面二於テ杜會的事實二立脚スルガ他面二於テ法律ノ目的観的
見地（例取引ノ安全）ノ下二構成サレタ事二由來スルノデアル。
帥チ主観的叉ハ内面的二観察スル時法入自膿ノ行爲ト構シ得可
カラザルモ、客観的叉ハ外面的二観察スル時法人自膿ノ行爲ト
認メ得可キモノハ相手方（被害者）ヲ保護シ日常生活ノ安定ヲ得
セシメル爲メニ法人ノ目的ノ範園内ノ行爲トシテ扱ハネバナラ
ナイノデアノy。弦二現實二封スル規範ノ作用ヲ見出シ得ノシ。
第ニニ民法七一五條トノ’匿別ヲ論ぜネバナラヌ。同條ハ或ル
事業ノ爲メニ他人ヲ使用スル者ガ被傭者ノ事業執行二付キ他人
二加ヘタル損害ヲ賠償スル責二任ズル旨ヲ定ム。勿論使用者ガ
責任ヲ負罐スル理由トシテ使用者二封スノγ選任・監督5過失ア
ノレ事ヲ要求シテ居ノンガ、根本二於テ本條2・他入ノ不法行爲ノ存
在ヲ前提トシ其責任ヲ負搭セシメル規定デアル。帥チ他入ノ不
法行爲二關スル規定デアル。然ルニ四四條・・代表機關二依ノレ法
人自膿ノ不法行爲デアル。此ノ黙二於テ法律上ノ性質二非常ナ
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　　二於テハ、會冠自身被害者二封ジテ直接二之レガ賠儂ノ責二任ゼザル可カ
　　ラザァレコトハ右法條（本條及ビ第七一五條）ノ解繹ヒ毫モ疑チ容ンレ’レノ鯨地
　　無シ∩（大正二年大審院判決法新九二一號一四〇頁）。
　　甲會遊ノ支配人ガ雲會瀧ノ代理人トシテ同會肚ノ取締役二宛テ手形チ振り
　　出シ取締役ガ第三考二裏書譲渡チ爲ツタ7レ毛右手形振出行爲ガ商法第一七
　　六條二依り監査役ノ承認チ纏ザリシ爲メ無敷トナ、）因ツテ被裏書人タル第
　　三者二損害チ蒙ラシメタァレ場合二於テ右支配人ノ行爲が假二不法行爲ナリ
　　トスァレモ之レ甲會澁二野ス1レ不法行爲ニシテ被裏書人二封スァレモノニ非ザ
　　シチ以テ甲會肚ハ第七一・五條二俊・レモ被裏書人二封シテ賠償ノ責二任ゼザ
　　ノレモノトス（、（東京控訴院法評六民七九頁）。
